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第59回 中山晋平記念音楽賞 優秀賞受賞



参議院
大分県選出議員補欠選挙

午前７時 ▼午後６時
投票
時間

４
（日）
23

●
市
内
で
投
票
で
き
る
方
に
は
、４
月
上
旬

に
入
場
整
理
券
を
郵
送
し
ま
す
。入
場

整
理
券
が
お
手
元
に
届
い
て
い
な
い
場
合

は
、選
挙
管
理
委
員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
入
場
整
理
券
を
紛
失
さ
れ
た
場
合
は
、投

票
所
で
再
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※

入
場
整
理
券
は
、告
示
日
よ
り
前
に
作
成

い
た
し
ま
す
。作
成
日（
令
和
５
年
３
月

23
日
）以
降
の
住
所
の
異
動
は
反
映
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
の
で
、当
日
投
票
を
さ
れ
る

場
合
、入
場
整
理
券
表
面
に
記
載
す
る
投

票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

片
ケ
瀬
　
片
ケ
瀬
集
会
所

荻
　
　
　
荻
総
合
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

柏
　原
　
柏
原
公
民
館

久
　住
　
久
住
支
所
１
階
ホ
ー
ル

白
　丹
　
白
丹
公
民
館

都
　野
　
都
野
公
民
館

直
　入
　
直
入
支
所
大
会
議
室

下
竹
田
　
旧
下
竹
田
小
学
校

入
場
整
理
券

●
候
補
者
の
氏
名
を
書
い
て
投
票
し
ま
す
。

●
ケ
ガ
や
身
体
の
障
が
い
な
ど
字
を
書
く
こ

と
が
で
き
な
い
場
合
、係
員
に
よ
る
代
理

投
票
が
で
き
ま
す
。

●
目
が
不
自
由
な
方
は
、点
字
投
票
が
で
き

ま
す
。

※

受
付
時
に
係
員
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

投
票
方
法

●
選
挙
当
日
、満
18
歳
以
上
の
日
本
国
民

（
生
年
月
日
が
平
成
17
年
４
月
24
日
以

前
の
方
）

●【
転
入
者
】竹
田
市
に
令
和
５
年
１
月
５

日
以
前
に
転
入
届
を
済
ま
せ
、３
か
月
を

経
過
し
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
方
。

●【
転
出
者
】竹
田
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
お
り
、転
出
先
で
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
方
。

●
欠
格
条
項
に
該
当
し
な
い
方
。

投
票
が
で
き
る
方

●
投
票
時
間
は
各
投
票
所
と
も
午
前
７
時

か
ら
午
後
６
時
ま
で
で
す
。

●
投
票
日
は
入
場
整
理
券
に
書
か
れ
て
い
る

投
票
所
で
、決
め
ら
れ
た
時
間
内
に
投
票

し
て
く
だ
さ
い
。そ
の
他
の
投
票
所
で
は

投
票
で
き
ま
せ
ん
。

●
投
票
所

竹
　田
　
城
下
町
交
流
プ
ラ
ザ

岡
　本
　
岡
本
分
館

明
　治
　
明
治
分
館

豊
　岡
　
豊
岡
小
学
校
体
育
館

城
　原
　
城
原
地
区
館

宮
　城
　
宮
城
分
館

玉
　来
　
玉
来
分
館

松
　本
　
松
本
分
館

菅
　生
　
菅
生
分
館

入
　田
　
入
田
分
館

嫗
　岳
　
嫗
岳
分
館

宮
　砥
　
宮
砥
分
館

投
票
時
間
・
投
票
所

　大分県選出の参議院議員の辞職に伴い、参議院大分県選出議員補欠選挙が
予定されています。
　私たち一人ひとりの声を国政に反映させるため、必ず投票しましょう。

４月６日㈭

４月23日㈰ 午後８時～
竹田市総合社会福祉センター

告 示 日

開　  票
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広報たけた４月号

今月の目次　－Lineup－

■表紙題字
　第74回画聖「田能村竹田」先生をしのぶ
　美術祭
　大分県知事賞　野仲　柚夕さん

の なか　　ゆず ゆ

前月比
人　口 19,778人 －54人
男　性 9,297人 －21人
女　性 10,481人 －33人
世帯数 9,882世帯 －25世帯

人口のうごき

※令和５年３月１日現在の住民基本台帳による

  ２　参議院大分県選出議員補欠選挙
  ４　令和５年度の予算をお知らせします
  6　令和５年度竹田市人事異動
  ８　久住中学校 69 年の幕を閉じる
11　都野中学校 76 年の幕を閉じる
14　令和５年度竹田市学校教育ビジョン
15　たけたんトピックス
16　たけたんカレンダー
18　健康コーナー
19　休日・夜間の在宅当番医院 ほか
20　たけたんインフォ ほか
23　地域計画をつくろう
24　コンビニで各種証明証が取れるよう
　　 になりました
25　たけたんインフォ／ぬくもり
26　監査公表
28　新型コロナワクチン接種に関するお
　　 知らせ／令和５年度の年金相談
29　図書館へ行こう！
30　グランツたけたからのお知らせ／まるごと博物館
31　アッパレ100歳／第２次竹田市総合計画 ほか
32　郷土の植物／すくすく１歳／誕生おめでとう ほか

　第59回中山晋平記念音楽賞で優秀賞
を受賞した白丹小学校１年生、本郷蒼志
郎さん、吉岡伊織さん、後藤帆乃華さん。
（写真は中野市庶務課広報提供）

今月の表紙

●
ケ
ガ
や
身
体
の
障
が
い
な
ど
で
字
を
書
く
こ

と
が
出
来
な
い
場
合
は
、投
票
所
で
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。係
員
に
よ
る
代
理
投
票
が
で

き
ま
す
。目
が
不
自
由
な
方
は
点
字
で
投

票
が
で
き
ま
す
。点
字
用
投
票
用
紙
を
お

渡
し
し
ま
す
。

●
選
挙
期
間
中
に
病
院・施
設
へ
入
院・入
所
し

て
い
る
方
、重
度
障
が
い
者
、市
外
へ
長
期
滞

在
し
て
い
る
方
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
で
外
出
自
粛
要
請
さ
れ
た
方
等
に
は
各
種

投
票
制
度
が
適
用
さ
れ
ま
す
。詳
細
は
選
挙
管

理
委
員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〇
投
票
所
に
は
、手
指
消
毒
用
の
消
毒
液
を
備
え

付
け
、定
期
的
に
換
気
を
行
っ
て
い
ま
す
。

〇
筆
記
用
具（
黒
色
え
ん
ぴ
つ
な
ど
）を
持
ち
込

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

代
理
投
票
・
点
字
投
票

●
候
補
者
の
経
歴
や
政
治
を
行
う
う
え
で
の

意
見
な
ど
を
掲
載
し
た
選
挙
公
報
を
投
票

日
の
２
日
前
ま
で
に
各
戸
に
配
布
し
ま
す
。

●
選
挙
公
報
は
告
示
日
以
降
に
大
分
県
選
挙

管
理
委
員
会
で
作
成
し
た
後
、竹
田
市
選

挙
管
理
委
員
会
が
受
領
、封
入
し
各
戸
に

郵
送
す
る
た
め
、期
日
前
投
票
を
早
め
に

さ
れ
る
場
合
に
は
間
に
合
わ
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
市
役
所
本
庁
舎
・
各
支
所
・
各
地
区
公
民

館
、各
地
区
郵
便
局
に
選
挙
公
報
を
備
え

付
け
ま
す
の
で
ご
自
由
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

選
挙
公
報

投
票
の
際
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

そ
の
他
投
票
制
度（
不
在
者
投
票
、郵
便
等
投
票
、

特
例
郵
便
等
投
票
）

●開設期間

荻総合福祉健康センター会議室
久住支所１階ホール
直入支所大会議室

市役所本庁３階会議室 午前８時30分

～

午後８時

期日前投票所の開設期間 投票時間期日前投票所の場所

４月７日㈮～４月22日㈯

４月16日㈰～４月22日㈯

期日前投票
●投票日当日に投票所で投票できない人は、期日前投票
をすることができます。
●期間中はどの投票所でも投票できます。

大事な投票、忘れずに！
■問
選
挙
管
理
委
員
会
　
☎
63-

４
８
１
４

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の

声
を
国
政
に
！

必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

「あるけん！行くけん！選挙権！」
 大分県知事選挙・大分県議会議員選挙

※新型コロナウイルス感染症対策として投票所の混雑を避けるため、期日前投票をご活用ください。
※市公式ホームページに過去の選挙における期日前投票者数を掲載しています。

【投票日】 ４月９日㈰　午前７時～午後６時
※投票所は参議院大分県選出議員補欠選挙と同じ場所です。
【開　票】 ４月９日㈰   午後８時～
【開票所】 竹田市総合社会福祉センター

3 2023年４月発行



歳 入歳 出

市税
19億6,241万円
9.7%

その他依存財源
7,881万円
0.4%

予備費
2,000万円
0.1%

地方消費税交付金
５億2,732万円
2.6%

積立金
３億2,165万円
1.6%

地方譲与税
３億2,764万円
1.6%

繰出金
17億4,971万円
8.6%

市債
14億7,798万円
7.3%

県支出金
29億9,563万円
14.8％

繰入金
16億2,122万円
8.0%

分担金及び負担金
２億7,461万円
1.4%

使用料及び手数料
４億2,683万円
2.1%

財産収入等
８億5,260万円
4.2%

地方交付税
75億5,000万円
37.3%

国庫支出金
21億5,765万円
10.6%

扶助費
26億5,351万円
13.1%

公債費
22億7,770万円
11.3％

人件費
31億7,703万円
15.7%

普通建設事業費
24億9,286万円
12.3%

災害復旧費
13億5,771万円
6.7%

物件費
40億1,757万円
19.8%

維持補修費
１億8,902万円
0.9%

補助費等
19億9,594万円
9.9％

自主財源
25.4％義務的経費

40.0%

投資的経費
19.0%

その他経費
41.0%

依存財源
74.6％

令和５年度の予算をお知らせします

一般会計予算総額202億5,270万円
竹田市議会第１回定例会で、令和５年度の予算が下記のとおり議決されました。

　
令
和
５
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、「
ひ

と
が
輝
き  

未
来
へ
つ
な
ぐ  

い
の
ち
溢
れ
る

ま
ち『
竹
田
』」を
市
の
将
来
像
と
し
、上
記
６

つ
の「
ま
ち
づ
く
り
の
柱
」を
基
本
方
針
と
し

て
、市
民
一
人
ひ
と
り
の
暮
ら
し
に
寄
り
添
い
、

持
続
的
に
発
展
で
き
る
竹
田
市
づ
く
り
を
推

進
す
る
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。主
な
事
業

は
次
項
の
と
お
り
と
な
り
、総
額
2
0
2
億
５
，

２
７
０
万
円
で
、前
年
度
比
４・２
%
の
増
額

と
な
っ
て
い
ま
す
。歳
入
で
は
、ふ
る
さ
と
納

税
等
の
寄
附
金
額
は
、前
年
度
比
１
億
４
，９

９
４
万
円
減
の
６
億
１
，０
９
４
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。ま
た
地
方
交
付
税
は
、前
年
度
同

額
の
75
億
５
，０
０
０
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。国
庫
支
出
金
は
、社
会
資
本
整
備
総
合
交

付
金
の
減
額
等
で
、前
年
度
比
6
，8
6
8
万

円
減
の
21
億
５
，７
６
５
万
円
、県
支
出
金
は
、

農
地
や
農
業
用
施
設
の
災
害
復
旧
事
業
補
助

金
の
増
額
等
に
よ
り
前
年
度
比
８
億
7
3
7

万
円
増
の
29
億
９
，５
６
３
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
大
型
事
業
に
伴
う
借
入
金
の

返
済
や
、市
民
サ
ー
ビ
ス
に
直
結
し
た
施
設（
新

環
境
セ
ン
タ
ー
、竹
田
市
葬
斎
場
等
）の
更
新

需
要
の
増
加
等
に
よ
り
、本
市
の
財
政
状
況
は

依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

今
後
も
国
県
の
支
出
金
等
の
特
定
財
源
を
積

極
的
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、公
共
施
設
の
適

正
な
管
理
等
に
よ
り
、後
年
度
負
担
の
軽
減
に

努
め
ま
す
。

■問
財
政
課
　
☎
63-

１
１
１
１

　
　
　
　
　（
内
線
2
3
1・2
3
2
）

※

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
当
初
予
算
の
概

　
要
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

❶働く人がいきいきと輝く　活力のまち
　（産業の分野）
❷安心して年齢を重ね生活できる　健康長寿のまち
　（健康福祉の分野）
❸子どもも大人も共に成長する　育みのまち
　（子育て・教育・文化の分野）
❹誰もが快適に生活できる　安全・安心のまち
　（生活基盤の分野）
❺自然とともに暮らしを愉しむ　エコのまち
　（環境の分野）
❻堅実財政で未来へ投資する　持続可能なまち
　（行財政の分野）

予算編成の基本方針（６つの「まちづくりの柱」）

職員数
（実職員数）

基金残高
（普通会計）

市債残高
（普通会計）

-500

300

250

200

150

100

50

0

人
億円

-400

-300

-200

-100

-0
25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 元年度 2年度 3年度 ４年度

（見込）

直近10年間の市債（借金）と基金（貯金）および職員数の推移

■歳出（目的別）

99.3 95.5 90.0 83.5 78.7 70.3 73.6 72.7
98.696.3

177.5

410 390 378 362 352 348 346 335 331 328

155.8 147.0 147.9
160.7166.9 168.2

184.6 180.7 172.1

議　会　費
総　務　費
民　生　費
衛　生　費
労　働　費
農林水産業費
商　工　費

土　木　費
消　防　費
教　育　費
災害復旧費
公　債　費
予　備　費

1億5,583万円
29億2,276万円
53億3,792万円
11億8,517万円

1,664万円
25億5,662万円
4億4,209万円

14億3,970万円
9億4,749万円
15億9,306万円
13億5,771万円
22億7,770万円

2,000万円

議員報酬など議会の運営に要する経費
職員や各種委員の人件費など管理事務に要する経費
医療費の助成など社会福祉向上に要する経費
保健活動やごみ・し尿処理などに要する経費
雇用対策などに要する経費
ほ場整備など農林畜産業の振興に要する経費
商工・観光の振興などに要する経費

道路や河川、市営住宅の整備などに要する経費
消防団の運営費などの消防・防災活動に要する経費
学校施設の整備や文化・スポーツ振興などに要する経費
農地・市道・河川などの災害復旧に要する経費
市が借り入れたお金の返済金に要する経費
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令和５年度の主な事業
総務費

〇移住定住支援事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 432万円
（国庫：216万円　一般財源：216万円）

移住者の円滑な定住支援を促進するための施策を実施

〇出産・子育て応援給付・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1,200万円
（国庫：800万円　県費：200万円　一般財源：200万円）

コンビニエンスストアで住民票の写し、戸籍、印鑑・税証明
等の交付を実施

◆証明等コンビニ交付サービス実施事業・・・・・・・ 735万円

◆認可保育施設保育料無償化事業
◆認可外保育施設保育料軽減事業

・・・・・・・・・・・・ 1,100万円
・・・・・・・・・・・・・・ 294万円

民生費

商工費
〇観光客受入環境整備事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3,840万円

（国庫：1,650万円　一般財源：2,190万円）

妊娠時及び出産時にそれぞれ５万円の給付を行う経済的
支援と、子育てに関する相談支援を一体的に展開し、安心
して子育てできる環境を整備する

JR豊後竹田駅を含む市内一円において、インバウンドを
含めた観光誘客における受入環境の整備を実施する

〇社会資本整備総合交付金事業・・・・・・・・・ １億1,772万円
（国費：6,833万円　地方債：4,750万円　一般財源：189万円）
社会資本整備総合交付金を活用した市道の改良・維持補
修等

土木費
◆道路維持補修事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １億3,900万円

（地方債：１億3,900万円）
落石等の恐れがある市道沿い法面の改修を実施する

●消防団員報酬・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4,875万円
（一般財源：4,875万円）

消防団員の役職ごとに定める年額報酬及び災害時等の出
動報酬を引き上げる

消防費
◆防災情報伝達体制整備事業・・・・・・・・・・・・ ３億2,001万円

（地方債：３億1,300万円　一般財源：701万円）
IP告知放送システムを再整備し、災害時に迅速かつ確実
に情報伝達する体制を構築する

◆竹田市立中学校制服購入補助金・・・・・・・・・・・・・・ 215万円
（一般財源：215万円）

家庭の経済的負担軽減を目的に、市立中学校の制服等購
入費の一部を助成

教育費
◆公民館・分館Wi-Fi設置事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 707万円

（一般財源：707万円）
公民館及び分館の機能向上、地域活動の活発化を図るこ
とを目的に、Wi-Fi環境を整備する

◆妊産婦医療費助成事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 300万円
（一般財源：300万円）

（基金：1,394万円）

衛生費

妊娠期から産後１か月の医療費自己負担部分について、そ
の一部を助成する

●竹田市葬斎場整備事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3,867万円
（一般財源：3,867万円）

葬斎場（現浄光園）の再整備に要する経費

◆農業普及指導員配置事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 330万円
（一般財源：330万円）

農林水産業費

農業者の農業技術や経営の向上を目的に、農業普及指導員
を配置する

◆竹田市ぶどう産地活性化事業・・・・・・・・・・・・・・・・・ 250万円
（基金：250万円）

ぶどうの産地活性化に向け、農業者が行う生産施設整備に
対する助成

認可保育施設を利用する３歳未満の第１子にかかる保育
料を無償化し、認可外保育施設を利用する３歳未満の第１
子にかかる保育料を大幅に軽減する

■特別会計

■竹田市水道事業会計

会　計　名 当初予算額 会　計　名 当初予算額

区　　　分 当初予算額 区　　　分 当初予算額

■竹田市簡易水道事業会計

■竹田市農業集落排水事業会計

竹田市立こども診療所特別会計
長 湯 温 泉 療 養 文化 館 特 別 会 計
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計

1億797万円
5,786万円

33億4,077万円
4億5,239万円

介 護 保 険 特 別 会 計
浄 化 槽 整 備 推 進事 業 特 別 会 計
久 住 高 原 荘 特 別 会 計

36億5,704万円
2億3,197万円

1,000万円

収益的収入（水道料金など）
収益的支出（水道水供給費用）

1億6,422万円
1億6,126万円

資本的収入（工事負担金など）
資本的支出（建設改良費･償還金）

2,686万円
1億143万円

区　　　分 当初予算額 区　　　分 当初予算額
収益的収入（水道料金など）
収益的支出（水道水供給費用）

2億3,545万円
2億3,545万円

資本的収入（水道事業債など）
資本的支出（建設改良費･償還金）

1億2,272万円
1億6,608万円

区　　　分 当初予算額 区　　　分 当初予算額
収益的収入（水道料金など）
収益的支出（水道水供給費用）

1億2,558万円
9,087万円

資本的収入（工事負担金など）
資本的支出（建設改良費･償還金）

3,212万円
8,250万円

◆は新規の市単独事業　●は市単独事業　〇は国県等
の財源を活用しています。（　）内は事業費の財源内訳を
記載しています。　　
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令
和
５
年
度  

竹
田
市
人
事
異
動

　
令
和
５
年
４
月
１
日
に
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、新
た
な
行
政
課
題
に
対
応
す

る
た
め
組
織
の
一
部
を
変
更
し
ま
し
た
。

■
情
報
推
進
課
に
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
係
と
D
X
推
進
係
を
新
設
し
、本
庁
２
階

か
ら
本
庁
１
階
に
移
転
し
ま
す
。

■
財
政
課
財
産
管
理
係
を
財
産
活
用
推
進
室
に
名
称
変
更
し
ま
す
。

■
契
約
検
査
室
を
本
庁
１
階
か
ら
本
庁
２
階
の
財
政
課
内
に
移
転
し
ま
す
。

■
建
設
課
の
都
市・中
九
州
道
推
進
係
を
都
市
計
画
係
と
中
九
州
道
推
進
係
に
分
割
し

ま
す
。

組
織
機
構
の
改
正
内
容



【
４
月
１
日
付（
　
）内
は
旧
役
職
】

■
課
　
長

▽
総
務
課
長（
直
入
支
所
長
）熊
谷
芳
浩
▽
総

合
政
策
課
長（
保
険
健
康
課
付
課
長
）本
田
広

行
▽
情
報
推
進
課
長
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
係
長
事
務
取
扱（
情
報
推
進
課
長
Ｄ
Ｘ
推

進
係
長
事
務
取
扱
）渡
辺
康
公
▽
財
政
課
長

（
保
険
健
康
課
長
）廣
瀬
恵
三
▽
契
約
検
査
室

長（
農
林
整
備
課
長
補
佐
）大
塚
幸
治
▽
税
務

課
長（
人
権・部
落
差
別
解
消
推
進
課
長
）阿

南
輝
明
▽
保
険
健
康
課
長（
高
齢
者
福
祉
課

長
）後
藤
靖
文
▽
保
険
健
康
課
付
課
長（
建
設

課
付
課
長
）阿
南
裕
彦
▽
人
権・部
落
差
別
解

消
推
進
課
長（
上
下
水
道
課
長
）小
島
崇
▽
高

齢
者
福
祉
課
長（
高
齢
者
福
祉
課
長
補
佐
）加

藤
剛
▽
建
設
課
付
課
長（
総
務
課
付
課
長
補

佐
）峯
野
憲
司
▽
上
下
水
道
課
長（
上
下
水
道

課
長
補
佐
）佐
藤
淳
一
郎
▽
久
住
支
所
長（
財

政
課
長
）筑
紫
聡
▽
直
入
支
所
長（
竹
田
中
央

学
校
給
食
共
同
調
理
場
長
）松
田
好
恵
▽
県

教
委（
学
校
教
育
課
長
）渡
邊
早
苗
▽
学
校
教

育
課
長（
県
教
委
）渡
邊
幸
美
▽
生
涯
学
習
課

長（
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）佐
藤
俊
郎
▽
学

校
給
食
共
同
調
理
場
長（
学
校
給
食
共
同
調

理
場
）甲
斐
正
寿
▽
農
業
委
員
会
事
務
局
長

（
社
会
福
祉
課
長
補
佐
）橋
爪
妙
子
▽
消
防
長

（
総
合
政
策
課
長
） 渡
邊
良
夫

■
課
長
補
佐

▽
総
合
政
策
課
長
補
佐
政
策
推
進
係
総
括

（
保
険
健
康
課
長
補
佐
）安
南
泰
彦
▽
総
合
政

策
課
長
補
佐（
総
合
政
策
課
主
幹
）関
口
恵
介

▽
財
政
課
長
補
佐
財
産
活
用
推
進
室
総
括

（
総
合
政
策
課
長
補
佐
）大
久
保
正
光
▽
税
務

（
建
設
課
都
市
中
九
州
道
推
進
係
長
）中
島
亜

紀
子
▽
久
住
支
所
主
幹
市
民
係
総
括（
久
住

支
所
）内
田
英
子
▽
久
住
支
所
市
民
係
長（
議

会
事
務
局
）内
柳
雅
浩
▽
久
住
支
所
産
業
建

設
係
長（
農
林
整
備
課
大
野
川
上
流
推
進
室

長
）伊
東
豪
▽
直
入
支
所
主
幹
兼
市
民
係
長

（
税
務
課
主
幹
）竹
下
有
香
▽
竹
田
幼
稚
園
主

幹
教
諭（
竹
田
保
育
所
主
幹
）増
山
加
寿
恵
▽

南
部
幼
稚
園
主
幹
教
諭（
南
部
幼
稚
園
）吉
野

由
希
子
▽
生
涯
学
習
課
主
幹
公
民
館
生
涯
学

習
担
当（
生
涯
学
習
課
）原
田
孝
美
▽
生
涯
学

習
課
主
幹
兼
公
民
館
生
涯
学
習
係
長（
生
涯

学
習
課
）原
田
秋
生
▽
竹
田
中
央
学
校
給
食

共
同
調
理
場
主
幹
兼
管
理
係
長（
農
林
整
備

課
主
幹
）佐
田
達
也
▽
農
業
委
員
会
事
務
局

主
幹
兼
管
理
係
長（
上
下
水
道
課
生
活
排
水

係
長
）渡
部
夕
樹

■
一
　
般

▽
総
務
課（
税
務
課
）林
宏
美
▽
総
務
課（
消

防
本
部
）麻
生
拓
児
▽
総
務
課（
高
齢
者
福
祉

課
）岩
本
圭
太
郎
▽
総
合
政
策
課（
保
険
健
康

課
）和
田
裕
子
▽
情
報
推
進
課（
教
育
総
務

課
）工
藤
健
▽
財
政
課（
総
務
課
）宮
原
亨
▽

財
政
課（
総
合
政
策
課
）大
塚
ひ
か
り
▽
契
約

検
査
室（
総
合
政
策
課
）佐
田
直
人
▽
税
務
課

（
商
工
観
光
課
）桑
島
大
輔
▽
税
務
課（
総
務

課
）鷲
司
亮
子
▽
保
険
健
康
課（
社
会
福
祉

課
）首
藤
理
恵
▽
保
険
健
康
課（
農
林
整
備

課
）松
田
尚
也
▽
社
会
福
祉
課（
保
険
健
康

課
）渡
辺
法
恵
▽
社
会
福
祉
課（
税
務
課
）安

藤
稔
真
▽
社
会
福
祉
課（
久
住
支
所
）小
川
南

▽
高
齢
者
福
祉
課（
市
民
課
）柚
木
玲
奈
▽
農

政
課（
総
合
政
策
課
）足
立
啓
樹
▽
農
林
整
備

課（
建
設
課
）吉
松
克
敏
▽
農
林
整
備
課（
建

設
課
）安
達
隆
文
▽
農
林
整
備
課（
財
政
課
）

矢
須
田
透
▽
商
工
観
光
課（
学
校
教
育
課
）友

永
有
美
▽
建
設
課（
農
林
整
備
課
）一
森
裕
次

▽
上
下
水
道
課（
久
住
支
所
）塩
飽
壮
平
▽
上

下
水
道
課（
会
計
課
）佐
藤
夏
葵
▽
荻
支
所

（
農
政
課
）佐
藤
直
哉
▽
久
住
支
所（
契
約
検

査
室
）渕
憲
治
▽
議
会
事
務
局（
生
涯
学
習

課
）吉
良
進

■
令
和
５
年
３
月
31
日
付
退
職

▽
大
神
正
己（
久
住
支
所
長
）▽
坂
本
大
蔵

（
税
務
課
長
）▽
河
野
貴
憲（
契
約
検
査
室
長
）

▽
工
藤
直
樹（
生
涯
学
習
課
長
）▽
前
原
文
之

（
農
政
課
参
事
）▽
熊
谷
恵
津
子（
竹
田
幼
稚

園
主
幹
）▽
後
藤
将
道（
上
下
水
道
課
長
補
佐
）

▽
小
出
紀
美
子（
荻
支
所
長
補
佐
）▽
阿
南
明

美（
竹
田
保
育
所
長
）▽
山
井
真
由
美（
白
丹

保
育
所
長
）▽
福
澤
知
子（
白
丹
保
育
所
主
幹
）

▽
吉
野
幸
恵（
直
入
支
所
）▽
山
村
明（
情
報

推
進
課
）▽
倉
員
明
穂（
社
会
福
祉
課
）▽
岩

根
富
香（
南
部
幼
稚
園
）▽
神
田
康
太
郎（
税

務
課
）

■
令
和
５
年
４
月
１
日
付
新
採
用

▽
総
合
政
策
課（
後
藤
早
保
）▽
税
務
課（
高
井

田
良
）▽
市
民
課（
古
賀
千
秋
）▽
保
険
健
康
課

（
菊
池
翔
子
）▽
保
険
健
康
課（
阿
南
希
）▽
社

会
福
祉
課（
小
野
勇
輝
）▽
竹
田
保
育
所（
山
上

乃
愛
）▽
竹
田
保
育
所（
安
達
涼
乃
）▽
高
齢
者

福
祉
課（
平
田
羽
月
）▽
農
政
課（
高
橋
宏
典
）

▽
建
設
課（
工
藤
将
太
）▽
直
入
支
所（
工
藤
大

昌
）▽
教
育
総
務
課（
片
山
希
来
）▽
学
校
教
育

課（
進
加
南
子
）▽
生
涯
学
習
課（
溝
口
涼
子
）

■
再
任
用

▽
白
丹
保
育
所
長（
久
住
支
所
長
）大
神
正
己

▽
建
設
課（
契
約
検
査
室
長
）河
野
貴
憲
▽
上

下
水
道
課（
社
会
福
祉
課
）阿
南
秀
則

  

竹
田
市
消
防
本
部・消
防
署
人
事
異
動

■
消
防
本
部
・
消
防
長

▽
消
防
長（
市
長
部
局
）渡
邊
良
夫

■
消
防
本
部
・
署
課
長

▽
消
防
署
長
兼
久
住
分
署
長
兼
消
防
本
部
総

務
課
長
兼
警
防
課
長（
久
住
分
署
副
分
署
長
）

中
村
良
太

■
消
防
本
部
・
課
長
補
佐

▽
市
長
部
局
出
向（
消
防
本
部
総
務
課
長
補

佐
）峯
野
憲
司
▽
消
防
本
部
総
務
課
長
補
佐

消
防
団
係
総
括（
消
防
本
部
総
務
課
消
防
団

係
長
）内
那
洋
介
▽
消
防
本
部
警
防
課
長
補

佐
兼
警
防
係
長
兼
予
防
係
長
兼
危
険
物
係
長

兼
通
信
係
長（
消
防
本
部
警
防
課
警
防
係
長

兼
予
防
係
長
兼
危
険
物
係
長
兼
通
信
係
長
）

後
藤
章
八

■
消
防
署
・
課
長
補
佐

▽
久
住
分
署
副
分
署
長（
久
住
分
署
調
査
係

長
）岩
屋
英
明

■
消
防
本
部
・
係
長

▽
消
防
本
部
総
務
課
消
防
団
係
長（
消
防
署

消
防
係
長
）内
川
大
地

■
消
防
署
・
係
長

▽
久
住
分
署
調
査
係
長（
消
防
署
救
助
係
）大

塚
省
吾

■
消
防
本
部
・
一
般

▽
市
長
部
局
出
向（
久
住
分
署
）麻
生
拓
児
▽

警
防
課
危
険
物
係（
消
防
署
通
信
係
）隅
康
一

郎■
消
防
署
・
一
般

▽
消
防
署
救
助
係（
消
防
本
部
警
防
課
危
険

物
係
）吉
野
智
博
▽
消
防
署
通
信
係（
市
長
部

局
）森
慎
一
郎
▽
久
住
分
署（
消
防
署
救
助

係
）廣
岡
幸
三
▽
消
防
署
救
急
係（
久
住
分

署
）堀
真
介
▽
久
住
分
署（
消
防
署
）工
藤
昭

和
▽
久
住
分
署（
消
防
署
）内
田
佳
佑
▽
久
住

分
署（
消
防
署
）川
口
遼
▽
久
住
分
署（
消
防

署
）後
藤
健
介
▽
消
防
署
救
助
係（
久
住
分

署
）大
塚
涼
太
▽
消
防
署
救
助
係（
久
住
分

署
）大
塚
健
人
▽
消
防
署
救
急
係（
久
住
分

署
）志
賀
篤

■
令
和
５
年
３
月
31
日
付
退
職

▽
志
賀
和
吉（
消
防
長
）▽
佐
藤
浩
和（
消
防

署
長
）

■
令
和
５
年
４
月
１
日
付
新
採
用

▽
岩
本
侑
也（
消
防
本
部
総
務
課
）▽
井
彩
夏

（
消
防
本
部
総
務
課
）

7 2023年４月発行



広報たけた 令和５年４月号 8

久住中学校　69年の幕を閉じる
　
本
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
久
住
中
学
校
、都

野
中
学
校
が
閉
校
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

今
ま
で
の
輝
か
し
い
歴
史
と
思
い
出
を
振
り
返

り
ま
す
。

　
閉
校
に
あ
た
り
久
住
中
学
校
閉
校
記
念
事
業

実
行
委
員
会
の
杉
井
忠
重
委
員
長
に
あ
い
さ
つ

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
竹
田
中
学
校
に
久
住
中
学
校
が
合
併
し
、

令
和
５
年
３
月
31
日
限
り
で
閉
校
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。白
丹
中
学
、久
住
中
学
両
校
が
合

併
。久
住
中
学
校
と
な
り
本
年
で
69
年
。４
４
４

０
名
の
卒
業
生
が
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。小

さ
な
学
校
が
大
き
な
成
果
、最
初
の
頃
の
大
分

県
中
学
校
駅
伝
大
会
で
優
勝
し
た
こ
と
が
懐
か

し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。今
は
少
子
高
齢
化
の

波
で
学
級
編
成
さ
え
厳
し
く
な
っ
て
い
る
と
聞

い
て
お
り
、個
々
の
能
力
を
伸
ば
す
に
は
あ
る

程
度
の
規
模
が
必
要
か
と
思
い
、今
回
の
合
併

に
な
り
ま
し
た
。

　
地
域
住
民
に
と
っ
て
は
学
校
、ま
た
子
ど
も

達
の
姿
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
心
の
拠
り
所
で
、

少
し
で
も
地
域
住
民
と
触
れ
合
う
こ
と
の
で
き

る
学
校
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　　
　
閉
校
記
念
事
業
　
実
行
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杉
井
　
忠
重

昭
和
29
年
２
月

昭
和
29
年
３
月

昭
和
32
年
９
月

昭
和
36
年
12
月

昭
和
38
年
３
月

昭
和
39
年
６
月

昭
和
40
年
６
月

昭
和
50
年
度
〜

昭
和
51
年
８
月

昭
和
58
年
11
月

昭
和
60
年
11
月

平
成
３
年
11
月

平
成
５
年
３
月

平
成
６
年
11
月

　
　
　
　
12
月

平
成
９
年
３
月

平
成
９
年
10
月

平
成
12
年
12
月

　
　
　
　
12
月

平
成
15
年
11
月

平
成
17
年
４
月

平
成
17
年
11
月

　
　
　
　
12
月

平
成
21
年
11
月

　
　
　
　
12
月

令
和
２
年
２
月

令
和
５
年
２
月

令
和
５
年
３
月

校
歌
制
定

白
丹
村
・
合
併
し
て
久
住
町
と
な
る

久
住
町
立
久
住
中
学
校
と
称
す
る

河
川
プ
ー
ル
竣
工

新
校
舎
竣
工

校
旗
制
定

体
育
館
落
成
式

双
城
中
学
校
と
の
球
技
親
善
試
合
始
ま
る

完
全
給
食
実
施

銅
板
プ
ー
ル
竣
工
、
水
道
工
事
完
成

第
３
校
舎
を
剣
道
場
に
改
修

第
１
回
文
化
祭

県
中
学
校
駅
伝
大
会
優
勝
　

九
州
中
学
校
駅
伝
大
会
出
場
４
位
入
賞

プ
ー
ル
北
側
に
２
階
２
棟
建
て
校
舎
建
築
決
定

新
校
舎
落
成
式

県
中
学
校
駅
伝
大
会
男
子
優
勝

九
州
中
学
校
駅
伝
大
会
出
場

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
19
台
設
置

文
部
省
指
定
人
権
教
育
実
践
研
究
学
校

研
究
発
表
会

県
中
学
校
駅
伝
大
会
男
子
優
勝

全
国
中
学
校
駅
伝
大
会
出
場
27
位

創
立
50
周
年
記
念
式
典

市
町
合
併
に
よ
り
校
名
変
更

竹
田
市
立
久
住
中
学
校

県
中
学
校
駅
伝
競
走
大
会
男
子
優
勝

全
国
中
学
校
駅
伝
競
走
大
会
出
場

県
中
学
校
駅
伝
競
走
大
会
男
子
優
勝

全
国
中
学
校
駅
伝
競
走
大
会
出
場
　
　
　

各
教
室
空
調
設
備
完
備

久
住
中
学
校
閉
校
記
念
式
典

閉
校

久
住
中
学
校
　沿
革
概
要

久
住
中
学
校
閉
校

す
ぎ
　
い
　 

た
だ 

し
げ



久住中学校思い出アルバム

↑昭和58年  第１回文化祭

↑平成４年  はじめて久住みこしを作成した２年生 ↑昭和60年  男子駅伝九州大会出場メンバー

↑平成10年  駅伝女子部スタート！

↑令和５年  閉校記念式典で風船を飛ばしました

↑昭和32年９月  河川プール竣工しました

↑平成25年  PCを使った授業風景

↑令和５年  久住中学校最後の卒業生（第69期）

9 2023年４月発行

在校生各学年２人に中学校での思い出を聞きました。　　　　次ページに続く



久 住 中 学 校

広報たけた 令和５年４月号 10

　
渡
邉
　
あ
ぐ
り
さ
ん（
１
年
）

　
私
の
久
住
中
で
の
思
い
出
は
、体
育
大

会
と
文
化
祭
で
す
。体
育
大
会
で
は
初
め

て
応
援
団
に
な
り
ま
し
た
。練
習
期
間
は

と
て
も
楽
し
く
、先
輩
達
が
優
し
く
て
い

ね
い
に
教
え
て
く
れ
た
の
で
、本
番
で
は

間
違
え
ず
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

体
育
大
会
は
た
く
さ
ん
の
思
い
出
が
で
き

ま
し
た
。文
化
祭
で
は
１
年
生
は
劇
を
し

ま
し
た
。私
は
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
役
で
上
手

に
で
き
る
か
心
配
だ
っ
た
け
ど
、三
浦
先

生
の
指
導
で
役
に
な
り
き
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。本
番
で
は
ち
ょ
っ
と
だ
け
間
違

え
て
し
ま
っ
た
け
ど
、み
ん
な
で
い
い
劇

が
で
き
ま
し
た
。忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出

で
す
。

　
渡
邉
　
結
花
さ
ん（
１
年
）

　
私
の
思
い
出
は
弁
論
大
会
で
す
。な
ぜ

か
と
い
う
と
、弁
論
大
会
は
私
に
と
っ
て

初
め
て
だ
っ
た
事
で
、自
分
が
一
番
成
長

で
き
た
と
感
じ
ら
れ
た
か
ら
で
す
。

　
初
め
の
う
ち
は
原
稿
を
見
な
い
と
読
め

な
か
っ
た
の
が
、毎
日
家
で
も
学
校
で
も

練
習
し
て
い
く
う
ち
に
、表
現
力
や
、ゆ
っ

く
り
は
っ
き
り
伝
え
る
力
を
身
に
付
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。し
か
も
本
番
で
は
、

自
分
の
意
見
を
こ
こ
に
い
る
人
、全
員
に

伝
え
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
味
わ
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。弁
論
大
会
を
見
に
来
て
く

れ
た
父
に
感
想
を
聞
く
と「
が
ん
ば
っ
た

ね
」と
い
わ
れ
と
て
も
ほ
こ
ら
し
か
っ
た

で
す
。

　
森
　
柑
那
さ
ん（
２
年
）

　
私
の
中
学
校
生
活
の
思
い
出
は
、文
化

祭
と
部
活
で
す
。２
年
の
文
化
祭
で
は
、

私
は
劇
の
ナ
レ
ー
タ
ー
と
撮
影
の
仕
事
を

し
ま
し
た
。ナ
レ
ー
タ
ー
は
１
人
で
舞
台

に
立
つ
こ
と
が
あ
り
、と
て
も
緊
張
し
た

け
ど
、う
し
ろ
に
み
ん
な
が
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
た
の
で
安
心
し
て
舞
台
に
立

つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。撮
影
は
、映
画

の
監
督
に
な
っ
た
よ
う
な
気
分
で
、周
り

の
人
も
褒
め
て
く
れ
た
の
で
と
て
も
楽
し

か
っ
た
で
す
。

　
部
活
で
は
、新
人
戦
は
惜
し
く
も
２
位

だ
っ
た
の
で
、中
体
連
で
は
優
勝
で
き
る

よ
う
こ
れ
か
ら
も
努
力
し
て
い
き
た
い

で
す
。選
抜
大
会
で
は
、メ
ン
バ
ー
に
選

ば
れ
て
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
し
、練
習
や

試
合
を
通
し
て
仲
間
も
増
え
成
長
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。久
住
中
で
み
ん
な

と
過
ご
し
た
日
々
を
忘
れ
ず
に
、自
分
が

楽
し
む
た
め
に
も
努
力
し
て
い
き
た
い

で
す
。

る
こ
と
が
で
き
本
当
に
良
か
っ
た
し
、そ

れ
が
久
住
中
へ
の
恩
返
し
に
な
っ
て
い
た

ら
嬉
し
い
で
す
。中
学
校
３
年
間
は
と
て

も
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
が
、部
活
に
打

ち
込
ん
だ
り
友
達
と
笑
い
あ
っ
た
日
々
は

私
の
宝
物
で
す
。久
住
中
学
校
の
閉
校
は

悲
し
い
で
す
が
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず

自
分
の
将
来
へ
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
い
こ

う
と
思
い
ま
す
。

　
武
田
　
煌
莉
さ
ん（
３
年
）

　
私
は
３
年
間
久
住
中
学
校
で
学
ぶ
こ
と

が
で
き
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。私
が
一
番
思
い
出
に
残
っ
て
い
る
の

は
最
後
の
文
化
祭
で
す
。ど
の
学
校
に
も

負
け
な
い
素
敵
な
文
化
祭
を
作
り
上
げ
よ

う
と
、実
行
委
員
の
み
ん
な
と
知
恵
を
出

し
合
い
ま
し
た
。初
め
て
取
り
入
れ
た

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ム
ー
ビ
ー
や
、３
年
ぶ
り

に
行
わ
れ
た
個
人
出
演
、最
初
は
う
ま
く

い
く
か
不
安
で
し
た
。け
れ
ど
、一
人
ひ

と
り
が
思
い
を
一
つ
に
し
た
こ
と
で
、最

高
の
文
化
祭
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。今
年
度
で
久
住
中
は
閉
校
し
ま

す
。で
も
素
敵
な
仲
間
と
こ
の
歴
史
あ
る

久
住
中
で
学
ん
だ
こ
と
を
胸
に
、高
校
で

も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　
藤
本
　
夕
梨
花
さ
ん（
２
年
）

　
私
は
久
住
中
学
校
で
の
行
事
や
部
活
、

休
み
時
間
な
ど
が
思
い
出
で
す
。

　
行
事
で
は
、体
育
祭
の
時
全
校
で
ダ
ン

ス
を
し
た
り
リ
レ
ー
で
走
っ
た
こ
と
が
楽

し
か
っ
た
で
す
。そ
し
て
、修
学
旅
行
は

長
崎
と
熊
本
を
訪
れ
、ど
れ
も
良
い
思
い

出
で
す
。部
活
で
は
１
年
生
の
時
に
陸
上

で
九
州
大
会
に
行
け
た
こ
と
が
と
て
も
嬉

し
く
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　
た
く
さ
ん
の
思
い
出
の
中
で
も
一
番
の

思
い
出
は
登
下
校
の
時
、み
ん
な
と
い
ろ

い
ろ
な
話
を
し
な
が
ら
帰
っ
た
こ
と
で

す
。み
ん
な
と
た
く
さ
ん
話
せ
て
、み
ん

な
と
い
っ
ぱ
い
笑
っ
た
こ
と
が
、私
の
中

で
充
実
し
て
い
て
一
番
笑
っ
た
時
間
で
し

た
。竹
田
中
に
行
っ
た
ら
今
ま
で
以
上
に

楽
し
い
思
い
出
を
作
っ
て
笑
顔
あ
ふ
れ
る

１
年
に
し
た
い
で
す
。

　
釣
井
　
蓮
佳
さ
ん（
３
年
）

　
私
は
久
住
中
学
校
で
３
年
間
た
く
さ
ん

の
事
を
学
び
、た
く
さ
ん
の
思
い
出
が
出

来
ま
し
た
。特
に
久
住
中
の
閉
校
が
決

ま
っ
て
か
ら
は
一
つ
ひ
と
つ
の
行
事
を
最

高
な
も
の
に
し
よ
う
と
頑
張
り
ま
し
た
。

み
ん
な
で
気
持
ち
を
一
つ
に
し
て
取
り
組

め
た
こ
と
で
、全
て
の
行
事
を
成
功
さ
せ

わ
た
　な
べ

も
り
　
　
　
か
ん   

な

ふ
じ 

も
と
　
　
　  

ゆ
　 

り
　  

か

た
け
　
だ
　
　
　  

き
ら
　 

り

つ
る
　
い
　
　
　  

れ
ん
　
か

わ
た
　な
べ
　
　
　
ゆ
う   

か



都野中学校  76年の幕を閉じる
　
今
年
度
久
住
中
学
校
と
と
も
に
都
野
中
学
校

も
閉
校
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
閉
校
に
あ
た
り
都
野
中
学
校
閉
校
記
念
事
業

実
行
委
員
会
の
鷲
司
英
彰
委
員
長
に
あ
い
さ
つ

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
を
最
後
に
、都
野
中
学
校
が
創
立
76

年
の
歴
史
に
幕
を
降
ろ
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
卒
業
し
た
人
数
は
令
和
４
年
度
末
で

２
９
６
４
人
、多
く
の
人
材
を
輩
出
し
地
域
の

皆
様
に
支
え
ら
れ
親
し
ま
れ
て
き
た
中
学
校
で

し
た
が
、来
年
度
か
ら
は
竹
田
中
学
校
に
統
合

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
保
護
者
の
多
く
は
都
野
中
学
校
の
卒
業
生
で
、

母
校
が
な
く
な
る
の
は
寂
し
い
に
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。し
か
し
、子
ど
も
た
ち
の
将
来
を
考
え
た

時
、多
く
の
仲
間
の
中
で
勉
強
に
ス
ポ
ー
ツ
に

お
互
い
認
め
合
い
な
が
ら
切
磋
琢
磨
し
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強
か
っ
た
、ま
さ
に

苦
渋
の
決
断
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　
学
校
が
地
域
か
ら
な
く
な
る
こ
と
は
一
つ
の

時
代
の
終
わ
り
で
す
。し
か
し
、新
し
い
時
代
の

始
ま
り
で
も
あ
る
の
で
す
。こ
れ
か
ら
も
保
護

者
、地
域
の
皆
さ
ん
、一
緒
に
子
ど
も
た
ち
を
支

え
続
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。　

　
　
　
閉
校
記
念
事
業
　
実
行
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鷲
司
　
英
彰

都
野
中
学
校
閉
校

わ
し  

づ
か  

え
い 

し
ょ
う

昭
和
22
年
４
月

昭
和
23
年
12
月

昭
和
25
年
９
月

昭
和
30
年
３
月

昭
和
31
年
４
月

昭
和
32
年
１
月

　
　
　
　
12
月

昭
和
50
年
度
〜

昭
和
51
年
３
月

昭
和
52
年
８
月

　
　
　
　
９
月

昭
和
61
年
２
月

昭
和
63
年
８
月

平
成
元
年
８
月

　
　
　
　
12
月

平
成
６
年

平
成
８
年
８
月

　
　
　
　
11
月

平
成
９
年
８
月

平
成
12
年
８
月

平
成
14
年
12
月

平
成
17
年
４
月

平
成
18
年
12
月

平
成
21
年
10
月

平
成
27
年
９
月

平
成
28
年
11
月

平
成
31
年
３
月

令
和
２
年
９
月

令
和
３
年
３
月

　
　
　
　
11
月

　
　
　
　
12
月

令
和
４
年
11
月

令
和
５
年
２
月

令
和
５
年
３
月

創
立
、第
１
回
入
学
式

新
校
舎
落
成
、第
１
回
開
校
記
念
強
歩
大
会

中
高
青
年
合
同
運
動
会

都
野
村・合
併
し
て
久
住
都
町
と
な
る

中
高
講
堂
と
し
て
公
民
館
落
成

久
住
都
町
を
久
住
町
と
改
称

校
歌
制
定

学
校
給
食
開
始

体
育
館
落
成

プ
ー
ル
落
成

第
１
回
小
中
合
同
運
動
会

新
校
舎
落
成

全
国
少
年
剣
道
大
会
東
京
武
道
館
出
場

全
国
少
年
剣
道
大
会
東
京
武
道
館
出
場
　

第
１
回
文
化
祭

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
17
台
設
置

日
韓
青
少
年
交
流
事
業
参
加

創
立
50
周
年
記
念
式
典

修
学
旅
行（
韓
国
）

２
０
０
０
年
子
ど
も
国
会（
参
議
院
）参
加

九
州
中
学
校
駅
伝
競
争
大
会
出
場（
男
子
）

市
町
合
併
に
よ
り
校
名
変
更

竹
田
市
立
都
野
中
学
校

走
り
方
教
室
　
元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
来
校

文
科
省｢

道
徳
教
育
実
践
研
究
事
業｣

発
表
会

土
曜
授
業
開
始（
原
則
第
１
土
曜
日
）

開
校
70
周
年
記
念
式
典

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
り
全
国
一
斉
休
校（
〜
５
月
）

平
井
英
昭
氏
か
ら
１
千
万
円
の
寄
附

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
り
修
学
旅
行
１
泊
２
日（
県
内
）

宮
處
野
神
社
神
楽（
五
方
礼
始
）披
露

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
り
修
学
旅
行
１
泊
２
日（
県
内
）

神
楽（
五
方
礼
始
）を
く
じ
ゅ
う
花
公
園
で
披
露

閉
校
記
念
式
典

閉
校

都
野
中
学
校
　沿
革
概
要

11 2023年４月発行



都野中学校思い出アルバム

在校生各学年２人に中学校での思い出を聞きました。　　　　次ページに続く

↑令和５年  閉校記念式典↑令和４年  最後の在校生（くじゅう花公園）

↑平成22年  県内一周大分合同駅伝を応援↑平成９年  修学旅行（韓国）

↑平成６年  第５回文化祭↑昭和52年  第１回小中合同運動会

↑昭和44年  かつてバレーは屋外でしていました
↑昭和30年代の旧校舎

広報たけた 令和５年４月号 12
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都 野 中 学 校
　
小
野
　
ゆ
か
り
さ
ん（
１
年
）

　
私
は
都
野
中
の
１
年
間
で
、数
え
き
れ

な
い
ほ
ど
の
た
く
さ
ん
の
思
い
出
が
で
き

ま
し
た
。特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
二
つ

の
行
事
は
運
動
会
と
文
化
祭
で
す
。

　
運
動
会
で
は
、小
学
生
の
頃
か
ら
憧
れ

だ
っ
た
応
援
合
戦
が
心
に
残
っ
て
い
ま

す
。

　
文
化
祭
は
、都
中
生
と
し
て
最
後
の
文

化
祭
で
し
た
。毎
日
の
よ
う
に
練
習
し
た

全
校
劇
。全
校
生
徒
と
先
生
方
が
一
つ
に

な
れ
た
瞬
間
で
し
た
。そ
ん
な
私
の
学
校

生
活
は
、学
校
に
行
き
た
く
な
い
時
も
あ

り
ま
し
た
が
、毎
日
や
さ
し
く
話
し
か
け

て
く
れ
る
先
輩
方
や
先
生
が
い
て
く
れ
た

の
で
、一
日
一
日
充
実
し
た
楽
し
い
日
を

過
ご
せ
ま
し
た
。都
野
中
学
校
で
過
ご
し

た
１
年
は
全
て
大
切
な
思
い
出
で
す
。

　
清
水
　
麓
歌
さ
ん（
１
年
）

　
私
の
都
野
中
で
の
思
い
出
は
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。ま
ず
は
都
中
最
後
の
文
化
祭

と
運
動
会
。本
部
で
司
会
進
行
を
し
た
り
、

全
校
で
一
致
団
結
し
た
応
援
合
戦
が
心
に

残
っ
て
い
ま
す
。み
ん
な
で
舞
っ
た
宮
處

野
神
楽
。く
じ
ゅ
う
花
公
園
で
も
披
露
し

ま
し
た
。舞
っ
た
後
に
み
ん
な
で
食
べ
た

バ
イ
キ
ン
グ
は
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
で

す
。い
ろ
い
ろ
な
行
事
が
あ
り
ど
れ
も
良

い
思
い
出
で
す
。そ
の
中
で
も
私
の
一
番

の
思
い
出
は
何
気
な
い
日
々
の
み
ん
な
と

の
会
話
で
す
。行
事
も
楽
し
い
け
ど
、毎
日

み
ん
な
と
話
し
て
笑
っ
て「
今
日
も
学
校
楽

し
か
っ
た
な
」と
思
え
る
毎
日
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
統
合
し
た
ら
今
の
友
達
と
の
関
係
は
ど

う
な
る
か
分
か
ら
な
い
け
ど
、統
合
し
て

も
都
中
生
ら
し
さ
を
出
し
な
が
ら
竹
田
中

で
の
新
し
い
生
活
を
楽
し
み
た
い
で
す
。

　
　
　
佐
藤
　
昊
さ
ん（
２
年
）

　
都
野
中
学
校
で
２
年
間
過
ご
し
て
、僕

が
一
番
心
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
神
楽
で

す
。１
年
生
の
時
は
、運
動
会
と
中
文
連

の
文
化
祭
、２
年
生
で
は
く
じ
ゅ
う
花
公

園
で
披
露
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。僕

は
神
楽
を
し
た
こ
と
が
な
く
て
、は
じ
め

は
足
さ
ば
き
も
ま
と
も
に
覚
え
ら
れ
ず
に

気
持
ち
だ
け
が
焦
っ
て
し
ま
っ
て
泣
い
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。で
も
こ
こ
ま
で
続

け
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、僕
た
ち
を

引
っ
張
っ
て
く
れ
た
先
輩
と
頼
り
に
し
て

く
れ
た
後
輩
、そ
し
て
僕
た
ち
を
精
一
杯

応
援
し
て
一
緒
に
神
楽
練
習
を
楽
し
ん
で

く
れ
た
地
域
の
方
た
ち
の
お
か
げ
で
す
。

　
僕
は
宮
處
野
神
楽
を
こ
れ
か
ら
も
続
け

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。今
ま
で

た
。神
楽
を
舞
う
う
え
で
一
番
重
要
と
い

う
こ
と
で
、始
め
は
緊
張
し
て
う
ま
く
演

奏
が
出
来
ず
あ
き
ら
め
か
け
て
い
ま
し

た
が
、神
楽
保
存
会
の
方
々
が
助
け
て
く

れ
て
う
ま
く
演
奏
出
来
る
よ
う
に
な
り

と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。３
年
生
の

時
は
舞
い
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

舞
い
も
大
変
で
し
た
が
、日
々
練
習
を
頑

張
り
、運
動
会
、文
化
祭
、く
じ
ゅ
う
花
公

園
で
は
、生
徒
全
員
が「
完
璧
」と
言
え
る

よ
う
な
神
楽
が
で
き
て
最
高
の
思
い
出

と
な
り
ま
し
た
。中
学
校
生
活
一
番
と
い

え
る
大
き
な
行
事
で
し
た
。

　
児
玉
　
龍
生
さ
ん（
３
年
）

　
僕
の
都
野
中
学
校
で
の
思
い
出
は
都
野

中
と
し
て
最
後
の
出
場
と
な
っ
た
竹
田
市

日
本
語
弁
論
大
会
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し

た
こ
と
で
す
。僕
は「
地
域
の
想
い
に
応
え

る
」と
い
う
演
題
で
し
た
。神
楽
を
通
じ
て

学
ん
だ
こ
と
を
僕
た
ち
が
ど
う
生
か
し
て

い
く
か
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。緊
張

で
一
瞬
ど
こ
を
読
ん
で
い
る
か
わ
か
ら
な

く
な
り
ま
し
た
が
、最
後
ま
で
一
生
懸
命

伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。練
習
の
成

果
が
発
揮
で
き
、終
わ
っ
た
後
は
も
の
す

ご
い
達
成
感
に
満
ち
溢
れ
ま
し
た
。最
後

の
弁
論
大
会
で
、都
野
中
学
校
に
有
終
の

美
を
飾
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

大
切
に
引
き
継
が
れ
て
き
た
伝
統
を
、次

は
僕
た
ち
が
ほ
か
の
地
域
に
広
め
て
い
き

た
い
で
す
。

　
渕
　
心
音
さ
ん（
２
年
）

　
都
野
中
学
校
の
中
で
、私
が
大
事
に
し

て
き
た
も
の
は「
教
室
」で
す
。入
学
し
て

初
め
て
自
分
の
席
に
着
い
た
時
の
ド
キ
ド

キ
し
た
気
持
ち
は
今
で
も
覚
え
て
い
ま

す
。そ
れ
か
ら
２
年
間
。休
み
時
間
の
み

ん
な
の
笑
い
声
。灯
油
を
こ
ぼ
し
た
時
の

充
満
し
た
に
お
い
。先
生
の
質
問
に
答
え

ら
れ
た
と
き
の
喜
び
。友
だ
ち
に
も
ら
っ

た
ポ
リ
ア
ン
ナ
の
花
び
ら
。学
校
の
中
で

一
番
長
い
時
間
を
過
ご
し
た
教
室
は
、私

の
宝
物
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

「
次
は
憧
れ
の
３
年
生
の
教
室
！
」と
思
っ

て
い
た
け
れ
ど
、そ
の
教
室
で
思
い
出
を

作
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
悲
し
い
で

す
。統
合
が
決
ま
っ
た
そ
の
日
か
ら
、限

ら
れ
た
時
間
の
中
で
、都
中
生
と
し
て
の

思
い
出
を
作
っ
て
き
ま
し
た
。私
は
、都

中
生
と
し
て
過
ご
し
て
き
た
こ
と
を
い
つ

ま
で
も
誇
り
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
加
藤
　
蓮
矢
さ
ん（
３
年
）

　
僕
の
思
い
出
は
、伝
統
文
化
の
宮
處
野

神
楽
を
舞
っ
た
こ
と
で
す
。僕
達
３
年
生

は
、２
年
生
の
時
に
お
は
や
し
を
し
ま
し

お
　 

の

し
　 

み
ず
　
　
　
ろ
っ    

か

さ
　
と
う
　
　
　
そ
ら

ふ
ち
　
　
　
こ
こ    

ね

こ
　
だ
ま
　
　
　
り
ゅ
う
せ
い

か
　
と
う
　
　
　 

れ
ん   

じ



～基本方針「主体的に学び、未来を創造する子どもの育成」の実現に向けて～
　将来の予測が困難な時代において、情報を活用しながら多様な他者と協力し自分の考えを形成し
ていくとともに主体的に学び続ける子どもを育成するために、これまでの施策に加えて、下記の新規
施策に取り組みます。

令和５年度新規主要施策
①竹田市立中学校制服購入補助金
　中学校入学に伴う、家庭の経済的負担軽減を目的に、制服等購
入費として生徒１人につき１万８千円を上限に助成（要保護準要
保護家庭は就学援助費入学準備金等で全額支給）
令和５年度は中学校在学生徒も対象

②外国語教育域学連携事業
　小学校の段階から英語でのコミュニケーション機会を増やす
とともに、大学の留学生が、小学生の英語の学びをサポートする
ことで、英語力の向上を図ります。

※地方創生推進交付金事業

③自學舎「たけたん自習室」開設事業
　市内小・中学生を対象に、自主学習の機会や場所を提供し、長
時間の学習習慣を身につけるとともに、学力の向上を図ります。

（スクールバスでの送迎、学習指導員・見守り員の配置）

④学習者用デジタル教科書導入事業（小・中学校）
　教育用タブレットの活用及び登下校時の負担軽減を目的に、
全学年にデジタル教科書を導入するもの。
◎１～３年生  国語及び算数
◎４年生　　  算数
◎５・６年生　算数及び英語
◎中学生　　  数学及び英語

⑤採点システムの先行導入
　実績ある学習支援プラットフォーム「リアテンダント」を導入
することにより、教職員が生徒と向き合う時間の確保と生徒個
人の学習習熟度を可視化・分析でき、個に応じた指導ができるよ
うに竹田中学校に先行導入します。

⑥副次的な学籍制度導入事業
　特別支援学校に就学している児童が居住地の小学校に副次的
な籍を設けるなど、障がいのある子どもが居住地域とのつなが
りを維持できる交流・共同学習をより一層推進します。

【子育て家庭にやさしく、
夢に挑戦できる
学びの場整備】

施策の柱（１）
【心と体の健全育成
包摂的な学びの場の提供】

施策の柱（２）

中学校制服
購入助成制度
と制服バンク
制度の創設

デジタル
教科書導入と
学習ソフト
の充実

学校図書館
活用教育の推進

大学との
連携による
外国語教育
の充実

学校支援
センター

「サフラン」の
充実

竹田市
架け橋期の
カリキュラム
開発

幼保小
連携専門家
派遣事業の
拡充

副籍制度の
創設

送迎
サービスと
学習の場の
提供

①新制服導入に伴う竹田市立中学校制服購入助成制度の創設
②タケタン制服バンク制度の創設
③県内高等教育機関との外国語教育連携取組
④小・中学校での自習室の開設（送迎サービスと学習の場の提供）
⑤学校図書館活用教育の推進（図書館蔵書システム本格運用）
⑥デジタル教科書・採点システムの先行導入と学習ソフトの充実

①「副籍制度」の創設
②幼保小連携による竹田市架け橋期のカリキュラム開発
③幼保小連携専門家派遣事業の拡充
④学校支援センター「サフラン」の充実 登校支援等の強化

令和５年度竹田市学校教育ビジョン

■問学校教育課　☎63-4833
広報たけた 令和５年４月号 14



たけたんトピックス

　
２
月
20
日
、竹
田
南
部
小
学
校
５
年
生
27

人
を
対
象
に
倉
野
脩
生
さ
ん（
竹
田・吉
田
）

が「
命
の
授
業
」を
行
い
ま
し
た
。

　
倉
野
さ
ん
は
ご
自
身
の
第
２
次
世
界
大

戦
中
に
満
州
で
過
ご
さ
れ
た
経
験
か
ら
学

ん
だ
譲
り
合
う
心
、助
け
合
う
心
の
大
切
さ

を
通
し
て
感
じ
る
命
の
大
切
さ
を
児
童
に

伝
え
ま
し
た
。

　
森
永
林
檎
さ
ん
は「
皆
さ
ん
が
支
え
合
っ

て
今
の
私
が
い
る
。感
謝
の
気
持
ち
を
家

族
み
ん
な
に
伝
え
た
い
」高
井
彩
漣
さ
ん
は

「
心
の
姿
が
態
度
に
出
る
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。友
達
や
親
に
優
し
く
接
し
て
い
け
る

よ
う
に
な
り
た
い
」と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

白
丹
小
学
校
１
年
生
　
優
秀
賞
受
賞

譲
り
合
い
助
け
合
う
心

命
の
授
業

　
３
月
18
日
、長
野
県
中
野
市
で
第
59
回
中

山
晋
平
記
念
音
楽
賞
優
秀
賞
入
選
曲
発
表
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。応
募
総
数
２
５
１
曲

の
中
か
ら
白
丹
小
学
校
１
年
生
が
作
詞
、作

曲
し
た「
ひ
ま
わ
り
」が
見
事
に
優
秀
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　
本
郷
蒼
志
郎
さ
ん
は「
作
詞・作
曲
を
す
る

時
に
同
じ
リ
ズ
ム
で
１
番
、２
番
と
作
る
の

が
難
し
か
っ
た
が
４
番
ま
で
で
き
て
う
れ
し

か
っ
た
で
す
」吉
岡
伊
織
さ
ん
は「
作
る
と

き
は
大
変
だ
っ
た
が
、実
際
に
歌
っ
た
ら
い

い
曲
が
出
来
て
い
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
」

後
藤
帆
乃
華
さ
ん
は「
授
賞
式
の
時
に
プ
ロ

の
方
が
歌
っ
て
く
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
で

す
」と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

中
山
晋
平
記
念
音
楽
賞

く
ら   
の  
し
ゅ
う  

お

も
り 

な
が  

り
ん   

ご

た
か   

い    

あ    

れ
ん

　三宅獅子保存会では、良好な地域社会の維
持のため、地域の美化・清掃活動や、敬老会等

の地域行事を行っています。また、地区住民によっ
て古くから継承されてきた伝統芸能「三宅獅子」が
あり、地域内外の各種イベント等で披露すること
で、地域間交流の活性化を図っています。
　この度、宝くじの助成金で獅子頭やかんぱん等の
三宅獅子保存会用具を更新しました。渡辺富博会長
は、「三宅獅子保存会の活動を通して、過疎高齢化
の地域を活性化し、ひととのつながりを大切に次
の時代に繋げたい」と話してくれました。これまで
以上の地域主体の活動展開が期待されます。

伝統芸能用具を整備されました！
　平成５年～６年にかけて整備された久住
地域の街路灯55基がLED化されました。こ
れは、財団法人自治総合センターによるコミュニ
ティ助成（宝くじ受託事業収入を財源とした助成
〔助成額は250万円〕）を活用して実施されました。
　今回の事業により、街路灯をLED化することで、
電球交換の頻度も少なくなり、電力経費の負担も
軽減するとともに安全・安心な地域環境の整備が図
られました。

久住地域の
街路灯がLED化されました！

↑街路灯をLED化しました

↑三宅獅子保存会の皆さん

↑竹田南部小学校５年生に授業する倉野さん

↑長野県中野市の受賞式に招かれました

ほ
ん 

ご
う  

そ
う
　し
　ろ
う

よ
し 

お
か
　い
　お
り

ご
　と
う
　ほ
　  の
　

  

か

わた なべ とみ ひろ

宝くじ助成金で

15 2023年４月発行



木  Thu 金  Fri 土  Sat
※新型コロナウイルス感染予防の観点から、行事が中止・延期となる場合があります。

 ４月の主な施設の休館日等 

◎グランツたけた（毎週月曜日）

◎佐藤義美記念館（毎週月曜日）

◎荻の里温泉（毎週月曜日）

◎陽目の里「名水茶屋」
　４月中旬オープン後毎週水曜日

◎長湯温泉療養文化館「御前湯」
　（毎月第３水曜日）

◎長湯おんせん市場
　（毎月第３水曜日）

◎竹田市歴史文化館・由学館
　（毎週木曜日）

◎竹田温泉花水月（毎週木曜日）

５／１㈪
・固定資産税（全期・１期）
・国民健康保険税（全期・１期）

 

※空いているスペースは、皆さんの予定を入れてご利用ください。

■問：問合先　■日：日時　■場：場所　■定：定員　■対：対象　■料：料金　■申：申込　■期：期間　■持：持ち物　■申期：申込期限

 納期限のお知らせ 

よりそいカフェは認知症の人や
その家族、地域の住民らが気軽に
交流できる場所です。
◎竹田
■日６日･20日㈭ 10:00-11:30
■場みんなのいえ「カラフル」
◎荻
■日18日･25日㈫ 10:00-12:00
■場荻「しらみず」
◎久住
■日 13日･27日㈭ 10:00-12:00 
■場久住「りんどう」
◎直入
■日７日・14日㈮ 10:00-12:00 
■場直入「ゆのはな」
◎竹田北部「双城」
■日７日㈮･18日㈫ 13:00-15:00 
■場出会いの湯
◎竹田南部「あけぼの」
■日12日㈬ 10:00-12:00 ■場入田分館
■日19日㈬ 10:00-12:00 ■場宮砥分館
■日25日㈫ 10:00-12:00 ■場あ祖母学舎
■問

 よりそいカフェ

･

５月上旬のお知らせ
○春の全国交通安全運動
 （５／11～20）

2 3 4 5

9 10 11 12

16 17 18 19

23 24 25 26

1

6 7 8

13 14 15

20 21 22

27 28 29

30

・たけのこ文庫のおはなし会
15:00-15:30（竹田市立
図書館）

・第４回竹田市農業委員会
総会 14:00～（本庁舎３
階委員会室）

■期４月14日㈮～20日㈭
県内一斉街頭啓発活動日
　４月20日㈭　午前７時30分～８時30分
　新入学・入園の季節である春季は、周囲を取り巻く
環境が大きく変わります。児童や園児の交通事故防
止のため、交通ルールを遵守してください。
■問竹田警察署　☎63-2131

・豊肥家畜市場〔成牛〕
９:30～せり開始

（豊後豊肥家畜市場）

・竹田学講座（冥加訓）
10：00～（ＪＲ豊後竹田駅
観光案内所内）※参加費
500円
■問竹田創生館☎62-4100

・大分県交通事故巡回相談
10:00-15:00（豊肥振興局）

　※要予約 ■問豊肥振興局
☎63-1171

昭和の日
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日  Sun 月  Mon 火  Tue 水  Wed
たけたんカレンダー2023年 4 月

令和５年

農業委員会事務局農地係からのお知らせ 農地に係る各種申請受付の締め切りは、毎月15日です。
（15日が土日の場合は翌開庁日が締切日となります）。　■問

 

 

2 3 4 5

9 10 11 12

16 17 18 19

23 24 25 26

1

6 7 8

13 14 15

20 21 22

27 28 29

30

・豊肥家畜市場〔子牛〕
９:30～せり開始

（豊後豊肥家畜市場）

 月間・その他 
○若年層の性暴力被害予防

月間（４／１～30）
○みどりの月間
 （４／15～５／14）
○法テラスの日（４／ 10）
○発明の日（４／ 18）

・年金相談 10:00-15:00
（竹田市高齢者いきいき交

流センター）■問日本年金
機構大分年金事務所
☎097-552-1211

[竹田]後藤惟稔 
[  荻 ]佐藤孝幸 
■問大分行政監視行政相談センター（きくみみ大分）

[久住]荒巻英俊 
[直入]兒玉龍明 

４月の行政なんでも相談
地域 相談日 時間 開　催　場　所
竹田

19日
㈬

10:00

～

正午

竹田市総合社会福祉センター
荻 荻公民館幼児室

久住 久住支所１階会議室
直入 直入支所小会議室

17 2023年４月発行



◎１歳６か月児健診
■■日４月19日㈬　 午後１時～
◎３歳児健診
■■日４月27日㈭　午後１時～
■■場 いずれも竹田市総合社会福祉センター
■■問 竹田市子育て世代包括支援センター 「すまいる」
 　☎63-4823

幼児健診

■■日４月４日･11日･18日･25日㈫ 
■■場竹田市直入Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館
■■日４月７日･14日･21日･28日㈮
■■場竹田市総合社会福祉センター
※両会場とも午後１時30分～２時30分
■■問 竹田総合インストラクター協会  ☎75-3456
　（毎週月曜日は定休日）

健幸運動教室

　予約不要の湯中運動教室です。天候等で中止
の場合がありますので、お問い合わせください。
■■日４月３日・10日・17日・24日㈪
 　午後２時～３時
■■場 長湯温泉クアハウス　■■料 600円
■■問 竹田市温泉利用相談室  ☎75-3688
　（毎週水曜日・木曜日は定休日）

らくらく湯んなか体操ぷろぐらむ

■■日 ４月14日・28日㈮　午後１時30分～３時30分
※相談日の前日午前中まで要予約
■■場 竹田市総合社会福祉センター
　 または各支所
■■問 竹田市心の相談支援事業所
　 ☎63-3346

こころの健康相談

■■日 ４月27日㈭　午後２時～４時
■■場 豊肥保健所　■■料 無料　※要予約　
■■申・■■問 豊肥保健所地域保健課
　　　☎0974-22-0162

精神保健福祉相談

　体組成・体力測定をしてみませんか？６歳以
上であればどなたでも参加できます。
■■日４月 ８日㈯　午前10時30分～11時30分
　４月23日㈰　午前10時30分～11時30分
　　　　　　　 （受付10時～10時30分）
■■場 竹田市直入Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館
■■料 無料
■■問 竹田市温泉利用相談室  ☎75-3688
　（毎週水曜日・木曜日は定休日）

からだを知ろう会

※お問い合わせ先で、市外局番が掲載されていない電話番号はすべて
 （0974）が市外局番となります。 健康コーナー

※詳細な内容については、市公式ホームページ（https://city.taketa.oita.jp/）をご確認ください。

65歳から一定の障がいのある方は
後期高齢者医療制度に加入できます

　障がいの程度が確認できる書類（障害者手帳
など）、本人確認書類（運転免許証またはマイナ
ンバーカード等）をご持参のうえ、保険健康課ま
たは各支所市民係で手続きをしてください。
認定を受けられる一定の障がい
・身体障害者手帳１・２・３級及び４級の一部
・療育手帳Ａ１・Ａ２
・精神障害者保健福祉手帳１・２級
・国民年金法による障害基礎年金１・２級　
※障がいの認定により、加入した後も75歳にな
　るまで脱退が可能です。
■■問 保険健康課国保・高齢者医療係
　 ☎63-1111（内線177・179）
　 大分県後期高齢者医療広域連合
　 ☎097-534-1771（代表）

■■日４月24日㈪　■■場 荻支所
■■日４月25日㈫　■■場 久住支所
■■日４月28日㈮　■■場 直入支所
※各会場ともに午後１時30分～３時
※相談日の前日まで要予約
■■問 保険健康課  ☎63-4810

保健師健康相談日

　地域住民に密着した総合的な健康づくりを推
進するために「竹田市健康づくり推進協議会」を
設置しています。広く皆さんのご意見を伺うた
めに、20～40代の公募委員（任期２年）を募集し
ます。
■■定 ３人
■申期 ５月 19 日㈮まで
■■問 保険健康課  ☎63-4810

竹田市健康づくり推進協議会の
公募委員募集
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診療時間
9:00～12:00

（受付11:30まで）

※当番医の情報に
ついては、大分
県歯科医師会の
ホームページで
も確認すること
ができます。

４月の休日及び夜間の在宅当番医院
注意事項
・ かかりつけの病院がある場合は、できるだ

けそこで診てもらうようお願いします。
・ 当番医院は、やむを得ず変更される場合が

あります。必ず事前に症状などを電話で連
絡したうえで受診してください。

・ 症状が重い場合は救急車を呼んでください。
・ 原則として小学生以下の小児救急に関して

は、小児科外来休日当番医院を受診してく
ださい。

※当番医院の情報については、変更になる場合があります。最新の情報は、ケーブルテレビの
データ放送「休日当番医」をご覧いただくか、竹田市消防署（☎63-0119）でも確認できます。

受付時間　平日夜間　18：00～21：00　土曜日　13：00～21：00
　　　　　日曜、祝日　9：00～21：00

■問：問合先　■日：日時　■場：場所　■定：定員　■対：対象　■料：料金　■申：申込　■期：期間　■申期：申込期限

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

㈯
㈰
㈪
㈫
㈬
㈭
㈮
㈯
㈰
㈪
㈫
㈬
㈭
㈮
㈯
㈰
㈪
㈫
㈬
㈭
㈮
㈯
㈰
㈪
㈫
㈬
㈭
㈮
㈯
㈰

当番日 医 療 機 関 電 話 番 号

大久保病院
竹田医師会病院
秦医院
志賀内科
道全内科
くどう循環器科・内科
久住加藤医院
竹田医師会病院
大久保病院
道全内科
加藤内科医院
竹田医師会病院
須小耳鼻咽喉科
竹田クリニック
大久保病院
竹田医師会病院
道全内科
志賀内科
大久保病院
柚須医院
安西皮膚科
竹田医師会病院
大久保病院
道全内科
志賀内科
竹田医師会病院
竹田診療所
加藤病院
大久保病院
竹田医師会病院

☎64-7777
☎63-3241
☎63-2246
☎63-2083
☎63-2270
☎63-2304
☎76-0008
☎63-3241
☎64-7777
☎63-2270
☎63-2006
☎63-3241
☎63-3387
☎64-9000
☎64-7777
☎63-3241
☎63-2270
☎63-2083
☎64-7777
☎63-2016
☎63-3232
☎63-3241
☎64-7777
☎63-2270
☎63-2083
☎63-3241
☎62-4014
☎63-2338
☎64-7777
☎63-3241

小児科外来休日当番医院
当番日 医療機関 ■問豊後大野市民病院 ☎0974-42-3121

■問みやわき小児科 ☎0974-24-0230
■問三重東クリニック ☎0974-22-6333
■問竹田市立こども診療所 ☎63-3838
受付時間　医療機関によって異なり
ますので、あらかじめ医療機関に電
話等でお問い合わせください。
診療時間　9：00～12：00
※院外薬局が休みの場合には、あらかじめ

用意された約束処方となることがあり
ますので、ご了承ください。

※当番医療機関については、やむを得ず変
更になる場合があります。

※毎月の当番表については、各医療機関の
院内に掲示するほか、「おおいた医療情
報ほっとネット」で公開しています。

https://iryo-joho.pref.oita.jp/srh_toban.html

4／  1㈯
4／  2㈰
4／  8㈯
4／  9㈰
4／15㈯
4／16㈰
4／22㈯
4／23㈰
4／29㈯
4／30㈰
5／  3㈬
5／  4㈭
5／  5㈮
5／  6㈯
5／  7㈰

みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
豊後大野市民病院
みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
豊後大野市民病院
みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
豊後大野市民病院
みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
みやわき小児科
豊後大野市民病院
豊後大野市民病院
豊後大野市民病院
豊後大野市民病院
豊後大野市民病院
みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
豊後大野市民病院

歯科休日当番医院
当番日 医療機関 電話番号

４／  2㈰
４／  9㈰
４／16㈰
４／23㈰
４／29㈯
４／30㈰
５／  3㈬
５／  4㈭
５／  5㈮
５／  7㈰
５／14㈰

久保歯科医院（大野町田中）
歯科筑紫医院（久住町久住）
熊瀬歯科医院（三重町市場）
竹下歯科医院（竹田市竹田）
市場のはいしゃさん（三重町市場）
長湯ごとう歯科（直入町長湯）
ごとう歯科口腔外科クリニック（三重町赤嶺）
竹田市荻町歯科診療所（荻町馬場）
杉山歯科医院（犬飼町田原）
まつもと歯科クリニック（竹田市玉来）
杉山歯科医院（野津町野津市）

☎0974-34-2577
☎0974-76-0024
☎0974-22-0327
☎0974-62-2662
☎0974-22-1455
☎0974-75-3001
☎0974-22-1118
☎0974-68-3263
☎097-578-0101
☎0974-62-2400
☎0974-32-2167

　
皆
さ
ん
は
、な
ぜ
病
院
や
薬
局
の
窓

口
で
健
康
保
険
証
を
提
示
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
か
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

今
回
は
、日
本
の
医
療
保
険
制
度
に
つ

い
て
解
説
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
日
本
は
、世
界
に
類
を
見
な
い「
国
民

皆
保
険
制
度
」を
有
し
、安
心
で
安
全
な

医
療
サ
ー
ビ
ス
を
安
価
で
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
国
で
す
。

　
日
本
の
公
的
医
療
保
険
は
、大
き
く

３
つ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
、被
用

者
保
険
、地
域
保
険
、後
期
高
齢
者
医
療

制
度
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。被
用
者

保
険
は
、一
般
的
に
社
会
保
険
と
呼
ば

れ
て
お
り
、会
社
等
に
勤
め
て
い
る
人

が
加
入
す
る
保
険
で
す
。地
域
保
険
は
、

一
般
的
に
国
民
健
康
保
険
と
呼
ば
れ
て

お
り
、自
営
業
や
無
職
の
方
が
加
入
す

る
保
険
で
す
。後
期
高
齢
者
医
療
制
度

は
、75
歳
以
上
の
方
が
加
入
す
る
保
険

で
す
。

　
こ
れ
ら
の
保
険
制
度
に
加
入
し
て
い

る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
が
健
康
保
険

証
で
す
。健
康
保
険
証
を
持
っ
て
い
れ

ば
、病
院
等
の
窓
口
で
払
う
金
額
は
負

担
割
合
に
応
じ
て
医
療
費
の
一
部
で
済

む
こ
と
に
な
り
ま
す
。例
え
ば
全
体
の

医
療
費
が
５
千
円
か
か
っ
た
と
す
る

と
、３
割
負
担
だ
っ
た
場
合
、病
院
等
の

窓
口
で
の
支
払
い
は
、千
５
百
円
で
済

む
こ
と
に
な
り
ま
す
。残
り
の
３
千
５

百
円
は
加
入
し
て
い
る
保
険
か
ら
病
院

等
に
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
財
源
は
、皆
さ
ん
が
支
払
っ
て
い

る
保
険
料
で
す
。

　
病
院
等
は
、毎
月
ま
と
め
て
レ
セ
プ

ト（
診
療
報
酬
明
細
書
）に
よ
り
、審
査

支
払
機
関
に
請
求
を
し
て
、患
者
さ
ん

が
窓
口
で
負
担
し
た
額
の
残
り
の
額

（
レ
セ
プ
ト
請
求
額
）を
支
払
っ
て
も
ら

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
健
康
保
険
証
は
、前
述
の
３
つ
の
保

険
に
よ
っ
て
違
っ
て
お
り
、ど
の
保
険

に
加
入
し
て
い
る
か
で
請
求
先
が
変

わ
っ
て
き
ま
す
。ま
た
、年
齢
等
に
よ
っ

て
も
窓
口
で
の
負
担
割
合
が
違
っ
て
き

ま
す
。

　
病
院
等
は
、レ
セ
プ
ト
請
求
額
の
請

求
先
と
、患
者
さ
ん
の
負
担
割
合
を
確

認
す
る
た
め
に
、窓
口
で
健
康
保
険
証

を
確
認
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、健
康
保
険
証
は
大
変
重

要
な
書
類
で
す
の
で
、な
く
し
た
り
し
な

い
よ
う
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、結
婚
や
就
職・転
職・退
職
し

た
場
合
等
、健
康
保
険
証
の
内
容
が
変

わ
り
ま
す
の
で
、必
ず
所
定
の
手
続
き

を
し
て
、新
し
い
健
康
保
険
証
を
取
得

し
て
く
だ
さ
い
。社
会
保
険
の
場
合
は

職
場
で
の
手
続
き
、国
民
健
康
保
険
の

場
合
は
、市
役
所
で
の
手
続
き
に
な
り

ま
す
。

　
現
在
、健
康
保
険
証
の
代
わ
り
に
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
利
用
で
き
ま

す
。利
用
に
は
事
前
手
続
き
が
必
要
で

す
。専
用
ア
プ
リ
で
申
請
す
る
か
、市

役
所
の
窓
口
で
申
請
で
き
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健康保険証に
ついて

竹田医師会病院

健康だより
第 12回
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※お問い合わせ先で、市外局番が掲載されていない電話番号はすべて
 （0974）が市外局番となります。 たけたんインフォ

広報たけた 令和５年４月号 20※詳細な内容については、市公式ホームページ（https://city.taketa.oita.jp/）をご確認ください。

ご存じですか？行政相談委員

　行政相談委員は、法律に基づき総理大臣から委
嘱され、国などが行っている仕事に対する苦情や
要望・意見を住民から受け、問題解決の促進を
図っていきます。
　市では行政相談委員として４人の方が委嘱さ
れています。相談は無料で、日時はたけたんカレ
ンダーに掲載しています。相談内容は堅く守られ
ますので、お気軽にご相談ください。
■■問総務課行政係　☎63-4800

　農地法第３条には、農地の有効活用のための要
件が複数設けられています。そのうち、一定の面
積以上の経営が必要である下限面積が農地法の
一部改正により、廃止されます。
　ただし、下限面積以外の要件はこれまで通り今
後も全て満たす必要がありますので、ご注意くだ
さい。
要件　・ 農地の全てを効率的に利用すること
　　　・ 必要な農作業に常時従事すること
　　　・ 周辺の農地利用に支障がないこと
■■問農業委員会　☎63-4815

４月から農地法第３条「下限面積」要件が
廃止されます

大分公証人合同役場出張無料相談会

　相続争いを防ぐための遺言や、将来認知症に
なったときに自己の財産の管理や身上監護をし
てくれる後見人を自ら指定する任意後見契約な
ど、自己や家族の生活を守ってくれる公正証書の
作成について、無料相談会を開催しています。
■■日４月１日㈯・５月６日㈯　午前10時～正午
■■場竹田市総合社会福祉センター　※予約制
■■申・■■問 大分公証人合同役場　☎097-535-0888

令和５年度第１回危険物取扱者試験

■■日６月25日㈰予定　午前10時～
　　　　　　　　　 午後２時～(大分大学のみ)
申請　電子申請は４月23日㈰～５月８日㈪
　　　書面申請は４月26日㈬～５月11日㈭
願書配布場所　県内各消防本部
■■場県内各地(県立三重総合高校など)
■■問一般財団法人消防試験研究センター
 　☎097-537-0427

妊娠届の手続きをされる方へ

　新しく出産・子育て応援給付金事業が始まりま
した。妊娠届の際に助産師・保健師等の面談を受
けた妊婦の方に５万円を給付する制度です。各支
所及び代理人の方が妊娠届の手続きをした方に
は後日面談の連絡をします。
　詳細についてはお問い合わせください。
■■問竹田市子育て世代包括支援センター「すまいる」
　 ☎63-4823

行政書士相談会

■■日４月19日㈬　午後１時30分～４時30分
■■場 J:COMホルトホール大分410会議室
■■料 無料　※要予約
■■申・■■問 大分県行政書士会事務局
　　　☎097-537-7089　FAX 097-535-0622

　大手電力会社を名乗る販売員が家に来て、「電
気料金が安くなる」と言われ検針票を見せると、
翌月に新電力会社との契約になっており、これ
までより料金が高額になったといったトラブル
が起こっています。不安に思った場合は早めに
消費生活センターに相談しましょう。
■■問市民課（竹田市消費生活センター）
　 ☎63-4834（平日の午前８時30分～午後５時）
　大分県消費生活・男女共同参画プラザ（アイネス）
　 ☎097-534-0999

電力契約の訪問販売トラブル！



■問：問合先　■日：日時　■場：場所　■定：定員　■対：対象　■料：料金　■申：申込　■期：期間　■持：持ち物　■申期：申込期限
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　75歳の誕生日を迎える市民（施設等の入所者
等は除く）に「竹田市救急情報シート」を送付しま
す。提出いただいたシートは消防本部で管理し、
救急搬送時に活用することで搬送時間の短縮等
に役立てます。
　かかりつけの医療機関が市内の医療機関ま
たは豊後大野市民病院の方は、基本情報や緊急
連絡先を記載したシートを医療機関に提出し
てください。かかりつけの医療機関が前述の医
療機関以外の方、またはいない方は高齢者福祉
課または各支所市民係にシートを提出してく
ださい。
■■問高齢者福祉課　 ☎63-4809

自分の命をまもるために!  
『竹田市救急情報シート』を活用しましょう　自治会及び公共的な活動を営む団体が実施す

る、地域の元気づくりを目指した持続効果のあ
る事業に対して予算の範囲内で助成します。
助成額　対象経費の２分の１以内
■申期５月 19 日㈮まで
■■問 総合政策課　☎63-4801
　 荻支所　　　☎68-2211
　 久住支所　　☎76-1111
　 直入支所　　☎75-2211

令和５年度竹田市元気づくり支援事業募集

　市内に住所を有する満年齢65歳以上の方を対
象に、はり・きゅう・あん摩マッサージ指圧の施
術に対する助成を行っています。
助成内容　１人につき年６回以内で、施術１回
　　　　　につき1,000円の施設利用証を利用
　　　　　できます。
申込方法　高齢者福祉課または各支所に備え付
　　　　　けの申請書を記入し、各窓口に提出
　　　　　してください。
■■申・■■問 高齢者福祉課　☎63-4809
　 　　荻支所　　　　☎68-2211
　 　　久住支所　　　☎76-1111
　 　　直入支所　　　☎75-2211

はり・きゅう・あん摩マッサージ指圧施設の
利用助成のお知らせ

地元で働いてみませんか？（３月13日現在）

ふるさと求人情報

※この求人情報には、掲載後の採用・内定などで取り消された求人
　や求人内容が変更された求人もありますのでご了承ください。
問竹田市ふるさとハローワーク　☎63-1101

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12

[フルタイム]

13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24

１人
２人
２人
１人
１人
１人
１人
２人
１人
２人
１人
１人

１人
１人
２人
１人
１人
２人
２人
２人
１人
３人
１人
１人

21～23.6万円
16.8～18.9万円

13.7万円
14.3～20.3万円
15.7～20.5万円
17.6～30.4万円

16～18.6万円
18～35万円
20～26万円

15.4万円
17～19万円

14.3～18.7万円

860円
854円
860円

926～1,596円
860～950円

1,000円
1,000円

1,400～1,450円
900円

1,000円
950～1,100円

854円

医療ソーシャルワーカー
番組制作企画、撮影、編集、営業
菓子・おこわ製品製造
携帯電話販売員
製造スタッフ
看護職員
事務職（診療情報管理士）
フロント・接客・販売スタッフ
精肉加工作業・ルート配送
売場担当スタッフ
視能訓練士
和菓子箱詰作業

販売員
接客係
農業作業員
正・准看護師
ホテルスタッフ
レジ・接客係
送迎ドライバー・施設管理
ホームヘルパー
食肉加工・販売員
接客スタッフ
経理事務・顧客対応
清掃係

[パート]（時給）



※お問い合わせ先で、市外局番が掲載されていない電話番号はすべて
 （0974）が市外局番となります。 たけたんインフォ

広報たけた 令和５年４月号 22※詳細な内容については、市公式ホームページ（https://city.taketa.oita.jp/）をご確認ください。

市営・県営住宅の入居者を随時募集中！！

市税の納付方法が拡充されます

　募集住宅、入居資格及び入居条件など、詳しく
は下記までお問い合わせください。
■■問（市営住宅）竹田市住宅管理センター
　 ☎63-4400

　 （県営住宅）豊後大野・公営住宅管理センター
　 ☎0974-22-1740

ドイツ語講座参加者募集（上半期）

午前講座　毎週水曜日（午前10時～ 11時30分）
午後講座　毎週火曜日（午後６時～ ７時30分）
■■場 竹田市総合社会福祉センター
■■問 商工観光課　☎63-4807

ランゲージ交流ルーム４月の日程

　英語と日本語で言語・文化交流をしましょう。
■■日 ４月12日㈬ 国際トーク（世界の四季）
　　　 19日㈬ イースター DIY（エッグイベント）
　　　 26日㈬ ウォーク（自然って豊かですね！）
※いずれも水曜日で午後６時30分～８時
■■場 竹田市総合社会福祉センター
　 いきいき交流センター
■■問 商工観光課　☎63-4807

ドイツ料理教室参加者募集

　４月はイースター。この時期の特別なドイツ
の朝ごはん、イースターエッグを作りましょう。
ゆで卵に野菜やスパイスなど自然のものを使っ
て色をつけます。
■■日 ４月22日㈯　午前10時～午後１時
　 　　　　　 　（受付 午前９時45分～）
■■場 竹田市総合社会福祉センター調理実習室
■■定 15人
■■料 大人700円 高校生以下350円（未就学児無料）
※小学生以下のお子さんは保護
　者との参加をお願いします。
■申期 ４月 18 日㈫まで
■■問 商工観光課　☎63-4807

　市では固定資産税、軽自動車税（種別割）につ
いて、納付書に印字する地方税統一QRコード

（eL-QR）やeL番号を利用して、ご自宅のパソコ
ンやスマートフォンなどから、クレジットカー
ドやスマホ決済アプリ、口座振替、インターネッ
トバンキングなどで納付できるようになります。
　また市県民税、固定資産税、軽自動車税、国民
健康保険税、介護保険料、後期高齢者医療保険
料、水道料等は便利な口座振替も利用できます。
詳細については市公式ホーム
ページをご覧になるか下記ま
でお問い合わせください。
■■問 税務課管理係
　 ☎63-1111（内線121・122）

■■問 竹田税務署　☎63-3141
   （自動音声に従い「２」を選択してください）

申告所得税及び復興
特別所得税

税　目

４月24日㈪

４月27日㈭消費税及び地方消費
税（個人事業者）

振替納付日

振替納税の口座引落日及びインボイス制度
説明会のご案内

　令和４年分確定申告に係る振替納税の振替日
は下表のとおりとなりますので、事前に預貯金
口座残高をご確認ください。
　４月にインボイス制度の説明会を開催予定で
す。参加を希望される方は、お手数ですが竹田税
務署にご連絡をお願いします。

竹田市営住宅

市公式HP

申込フォーム

市公式HP



■問農政課　☎63-4805　または　農業委員会事務局　☎63-4815

　本市では、将来の地域農業、将来の農地利用についての協議の場を設け、地域の皆さんの意見を基に目標地図を含
めた地域計画を策定します。今後は、すでに作成されている39の人・農地プランを参考に、担い手が利用する農地を
定めた目標地図の素案づくりを行っていきます。
　計画の範囲については、旧小学校区を単位として話し合いの場の設定を検討しています。計画範囲の設定も含め
て地域の皆さんと議論を深め、令和６年度末までに地域計画を策定することとしています。
　地域計画は、地域の実情を踏まえて丁寧につくりあげていくことが重要ですので、話し合いの企画、素案づくり等
については、農業委員や農地利用最適化推進委員、JAや土地改良区、大分県、市農林整備課などの関係機関と協議を
重ねながら進めていきます。

　高齢化や人口減少により、農家の減少や耕作放棄地の増大など、地域の農地が荒
廃していくことが心配される中、農地を利用しやすくなるよう農地の集約化等に向
けた取り組みを加速させることが喫緊の課題になっています。
　そのため、これまでの「人・農地プラン」を法定化し、地域での話し合いにより目指すべき将来の農地利用の姿を明
確化する「地域計画」を定め、その実現に向けて地域内外から農地の受け手（担い手）を幅広く確保し、農地バンク（農
地中間管理機構）を活用した農地の集約化等を進めるため、農業経営基盤強化促進法等が改正されました。
　これまで地域の皆さんが守り続けてきた農地を次の世代に着実に引き継ぐため、農作業がしやすく、手間や時間、
生産コストを減らすことができる農地の集約化等の実現に向け、「将来、地域の農地を誰が利用し、どうまとめてい
くか」、「地域農業をどのように維持・発展していくか」について若者や女性等を含む幅広い方に参加いただき、皆さ
んの思いの詰まった「地域計画」をつくりあげましょう。

　自治会長や認定農業者、集落営農組織、中山
間直払制度や多面的機能支払制度の集落協定
代表者、若者や女性、兼業農家、農地の所有者
（非農家）、地域コミュニティ組織等に限らず、
多くの方の参加をお願いします。

　後継者や耕作放棄地、鳥獣被害など、地域の
現状や課題を踏まえ、米・麦・大豆等に加えて野

菜や果樹等の高収益作
物の作付等、５年後、10
年後の目指すべき地域
農業について話し合い
ましょう。

　農業委員や農地利用最適化推進委員、認定農
業者、農業法人、新規就農者、兼業農家、集落営
農組織等、現在、地域の農業を支えている方と
将来の担い手となりうる方は積極的に集まっ
てください。

　事前に行う「農地利用に関するアンケート」
結果を基に、５年後、10年後の担い手への農地
の集積・集約化や農地整
備、後継者や新規就農者
の担い手の育成・確保等
の方針を定め、「目標地
図」を作成しましょう。

将来の地域農業 将来の農地利用＋

農業版“よっちはなそう会” 担い手の“座談会”
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コンビニで各種証明書が取れるようになりましたコンビニで各種証明書が取れるようになりました

■問市民課　☎63-4804

　今月は各種証明書の取得方法を紹介します。
　マイナンバーカードを利用して、住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍全部（個人）事項証明
書、戸籍の附票の写し、所得課税証明書をコンビニなどに設置されているマルチコピー機から
取得することができます。今回は、マルチコピー機の画面操作についてご紹介します。

マルチコピー機のカード置き場に
マイナンバーカードを置きます。

▼

画面に従って入力していくと、最後に
確認画面が表示されます。
間違いがなければ確定を押してください。

▼

▼

４ケタの暗証番号
（利用者証明用電子証明書）を入力します。

入力後、マイナンバーカードを取り外します。

「証明書交付サービス」を選択します。

　マルチコピー機のメニューの「行政サービス」を押してください。

同意事項に「同意する」ボタンを選択すると、次の画面に移ります。

ご希望の証明書を選択し、確定ボタンを
押してください。

▼
手数料を入金すると、証明書が印刷
されて、領収書が発行されます。

※お忘れ物がないようにご注意ください。
※音声案内が流れますので、必ず音声
  停止ボタンを押してください。

◎詳しい手順などはこちらをご覧ください。

(コンビニ交付ホームページ)
https：//ｗｗｗ.lg-waps.go.jp/

★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★

上記は住民票の画面で
すが、その他の証明書に
ついても同様の操作で
取得することができま
す。

●取得できる場所 ➡ 全国のコンビニ、イオンなどの一部店舗　●取得できる時間 ➡ 午前６時30分～午後11時
※コンビニ交付サービスを利用するにはマイナンバーカードが必要です。

広報たけた 令和５年４月号 24



マイナンバーカード出張申請を
行っています

マイナンバーカード申請等の
休日臨時窓口を開設

市内観光施設の一部でキャッシュレス
決済の利用を開始しました

　マイナンバーカード申請に関する手続きのほ
か、カードの交付及び電子証明書・カードの更新、
マイナポイントの申込手続きについて下記の日
程で受け付けます。
■■日４月５日㈬・６日㈭・７日㈮
　 いずれも午後５時～８時
　４月８日㈯　午前９時～午後８時
　４月23日㈰　午前９時～正午 
■■場 本庁舎１階市民課　
■■問 市民課市民係  ☎63-4804

　マイナンバーカードの申請及びマイナポイン
トの申請等手続きを市内各地に出向き行ってい
ます。事業所や自治会、趣味の集まり等個人宅に
もお伺いしますのでお申し出ください。申請写真
の撮影は無料で行います。詳細については市公式
ホームページをご覧ください。
※マイナンバーカードの受け取りは、本庁舎市民
　課のみです。受け取りが困難な方はご相談くだ
　さい。
■問 市民課市民係  ☎63-4804

対象施設　竹田温泉「花水月」
　　　　　長湯温泉療養文化館「御前湯」
　　　　　国指定史跡「岡城跡」
　　　　　竹田市歴史文化館「由学館」
※今後利用可能な施設を増やしていく予定です
利用可能な決済サービス
　　　　　クレジットカード、交通系電子マネー、
　　　　　その他電子マネー、QR決済
注意事項　・ 現金と併用してお支払いすること
　　　　　　はできません　　　　　
　　　　　 ・ キャッシュレス決済をご利用の場合、
　　　　　　領収書の代わりにご利用票をお渡し
　　　　　　します
■■問 総務課行政係　☎63-1111（内線211・213・215）
※各手続きは担当施設へお問い合わせください。

　国が運営するオンラインサービス「ぴったりサー
ビス」を利用して、竹田市に対して、子育てや介護に
関する一部の申請をオンラインで行えます。ご利用
にあたっては、マイナンバーカードやマイナンバー
カードの読み取りに対応したスマートフォン・カー
ドリーダーなどが必要な場合があります。
対象手続き
〇子育て関係…児童手当の認定請求、妊婦の届出等
〇介 護 関 係…要介護・要支援認定の申請、介護保険
　　　　　　　負担限度額認定申請等
■■問 総務課行政係　☎63-1111（内線211・213・215）
※各手続きにおけるぴったりサービスの利用（申
　請）方法手続きに関することは各手続きの担当
　部署へお問い合わせください。

ぴったりサービスで
電子申請開始

人権シリーズ　No.89

こころちゃん 見ようとしないと見えないもの

■問生涯学習課　☎63-4817

　あなたの周りに被差別部落にルーツをもつ人はいますか？同性愛者はいますか？在日コリアンの人はいます
か？「いない」と答えた方、それは本当でしょうか？
　被差別部落にルーツを持つ人はそもそもどこにも違いなどありませんし、在日コリアンの人の中には通名（日本
名）を使用している人も多くいます。異性愛者か同性愛者かというのは、外見からはわかりません。自ら語らなけ
ればわからない立場の人は、実は社会にはたくさんいます。
　自ら語らなければ、はたから見れば存在しないのと同じことでしょう。だからといって「いない」ということにし
ておいてよいのでしょうか。
　あなたが自分の周りに「いない」と思って口にしている言葉が、もしかしたら目の前にいる人、周りにいる人を傷
つけていることがあるかもしれません。それだけでなく、どんな立場の人がこの社会にいるのか知ろうとしなけれ
ば、どんな言葉がどんな風に人を傷つけるかを知らなければ、気づかないうちに大切な人を傷つける差別者になっ
てしまうこともあるのです。
　まずは、正しく知ることがとても大切です。そして正しい行動へつなげるために、自分には何ができるか考えて
みませんか？その時間こそが「人権学習」であり、一人ひとりの学びが差別のない社会を作っていくのではないで
しょうか。

ぴったりサービス

■問：問合先　■日：日時　■場：場所　■定：定員　■対：対象　■料：料金　■申：申込　■期：期間　■持：持ち物　■申期：申込期限
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令
和
４
年
11
月
か
ら
令
和
５
年
２

月
ま
で
に
実
施
し
た
監
査
結
果
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

■
総
務
課

 

・ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
が
続
く
な
か
、市
民
生
活
を

守
る
感
染
対
策
や
風
水
害
等
に
伴

う
対
応
な
ど
、職
員
に
求
め
ら
れ

て
い
る
業
務
の
範
囲
が
多
様
化
、

複
雑
化
、高
度
化
し
て
い
る
。ま
た
、

少
子
高
齢
化
が
著
し
い
な
か
、人

材
確
保
な
ど
課
題
に
直
面
し
て
い

る
状
況
で
あ
る
。こ
れ
ら
の
課
題

に
対
応
す
る
た
め
、電
子
申
請
や

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
な
ど
の
デ

ジ
タ
ル
化
を
図
り
、行
政
改
革
の

更
な
る
推
進
を
要
望
す
る
。

 

・ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
実
態
、

様
々
な
取
り
組
み
と
成
果
や
寄
せ

ら
れ
た
市
民
の
声
は
貴
重
な
経
験

値
で
あ
る
こ
と
か
ら
、次
代
へ
引

き
継
ぐ
よ
う
要
望
す
る
。

■
総
合
政
策
課

 

・ 

総
合
政
策
課
と
し
て
、計
画
策
定
、

計
画
の
進
行
管
理
、事
務
事
業
の

管
理
及
び
事
業
評
価
を
行
い
、予

算
編
成
や
行
財
政
改
革
等
と
連
動

さ
せ
、政
策
の
推
進
と
ま
ち
づ
く

り
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
で
き
る
体

制
づ
く
り
を
望
む
。

 

・ 

竹
田
市
内
を
運
行
す
る
地
域
公
共

交
通
は
、市
民
の
日
常
的
生
活
に

欠
か
せ
な
い
移
動
手
段
と
な
っ
て

お
り
、特
に
子
ど
も
や
高
齢
者
な

ど
移
動
制
約
者
の
移
動
手
段
を
確

保
す
る
事
が
大
切
で
あ
る
。市
民
、

地
域
団
体
、交
通
事
業
者
な
ど
多

様
な
主
体
と
連
携
し
て
地
域
の
実

情
に
合
っ
た
持
続
可
能
な
取
り
組

み
を
要
望
す
る
。

 

・ 

指
定
管
理
者
公
益
財
団
法
人
竹
田

市
文
化
振
興
財
団
は
、市
民
の
多

彩
な
文
化
芸
術
活
動
、交
流
、生
涯

学
習
の
場
と
し
て
地
域
の
活
性
化

や
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

指
定
管
理
者
の
事
業
や
豊
か
な
心

が
育
ま
れ
る
文
化
芸
術
活
動
の
指

針
と
な
る
、「
文
化
芸
術
振
興
計
画
」

の
策
定
に
取
り
組
む
こ
と
を
要
望

す
る
。

■
情
報
推
進
課

 

・ 

ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
使
用
料

の
未
納
に
つ
い
て
は
、収
納
に
努

め
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
停
止
を
含
め

て
対
応
す
る
こ
と
。

 

・ 

人
口
減
少
の
進
む
中
、行
政
に
お

け
る
人
材
不
足
が
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
や
提
供
コ
ス
ト
に
影
響
す

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。住
民
一

人
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
選

択
が
で
き
る
各
種
手
続
き
の
デ
ジ

タ
ル
化
を
は
じ
め
、き
ち
ん
と
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
届
け
る
取
り
組
み

の
一
つ
と
し
て
自
治
体
Ｄ
Ｘ
を
推

進
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

■
税
務
課

 

・ 

市
税
の
収
納
率
は
年
々
向
上
し
て

お
り
97・２
%
と
な
っ
て
い
る
。引

き
続
き
更
な
る
収
納
率
向
上
に
努

め
る
と
と
も
に
、公
正
な
事
務
処

理
が
行
わ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
市
民
課

 

・ 

市
民
の
基
本
情
報
の
整
備
と
適
正

な
維
持
管
理
、セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の

確
保
に
努
め
、市
民
サ
ー
ビ
ス
向

上
に
向
け
た
一
層
の
取
り
組
み
を

要
望
す
る
。

■
環
境
課

 
・ 
環
境
課
が
管
理
、所
有
す
る
清
掃

セ
ン
タ
ー
、衛
生
セ
ン
タ
ー
等
の

施
設
に
つ
い
て
は「
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
」に
基
づ
き
、長
寿

命
化
改
修
工
事
等
を
実
施
す
る
な

ど
、市
民
生
活
に
影
響
が
な
い
よ

う
適
正
な
維
持
管
理
を
行
う
よ
う

要
望
す
る
。

■
保
険
健
康
課

 

・ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
法
上
の
分
類
が
変
わ
る
事
か

ら
、医
療
費
の
自
己
負
担
や
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
費
用
な
ど
、国
の
動

向
を
見
極
め
適
時
、適
切
な
対
応

が
取
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

 

・ 

医
療
環
境
の
実
態
を
と
ら
え
て
、

市
民
の
健
全
な
生
活
が
続
け
て
い

け
る
よ
う
な
、将
来
を
見
据
え
た

事
業
推
進
に
取
り
組
む
こ
と
を
要

望
す
る
。

■
社
会
福
祉
課

 

・ 

高
齢
化
の
中
で
人
口
減
少
が
進
行

し
、福
祉
ニ
ー
ズ
が
多
様
化・複
雑

化
し
て
い
る
。福
祉
の
提
供
に
お

い
て
、誰
も
が
そ
の
ニ
ー
ズ
に

あ
っ
た
支
援
が
受
け
ら
れ
る
地
域

づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、支

援
体
制
を
支
え
る
環
境
の
整
備
、

人
材
の
育
成・確
保
等
を
行
い
地

域
住
民
の
参
画
と
協
同
に
よ
り
、

誰
も
が
支
え
あ
う
共
生
社
会
の
実

現
を
目
指
す
一
層
の
取
り
組
み
を

要
望
す
る
。

■
白
丹
保
育
所

 

・ 

保
育
理
念
に
基
づ
き「
子
ど
も
一

人
一
人
を
大
切
に
し
、保
護
者
か

ら
も
信
頼
さ
れ
、地
域
に
愛
さ
れ

る
保
育
所
を
目
指
す
」に
向
け
て
、

職
員・家
庭・地
域
と
の
連
携
を
図

り
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
た
い
。

■
高
齢
者
福
祉
課

 

・ 

元
気
な
高
齢
者
が
生
き
生
き
と
し

た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
、介
護

が
必
要
に
な
っ
て
も
、そ
の
有
す

る
能
力
に
応
じ
主
体
性
を
も
っ

て
、住
み
慣
れ
た
地
域
で
日
常
生

活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

保
健・医
療・福
祉
の
連
携
の
取
れ

た
サ
ー
ビ
ス
の
円
滑
な
提
供
が
で

き
る
よ
う
引
き
続
き
要
望
す
る
。

 

・ 

介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
が
増

加
し
て
介
護
の
現
場
で
働
く
人
材

が
慢
性
的
に
不
足
し
て
い
る
。介

護
人
材
確
保
及
び
育
成
に
一
層
の

取
り
組
み
を
要
望
す
る
。

■
商
工
観
光
課

 

・ 

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
状
況
に

あ
る
商
業・観
光
業
等
に
お
い
て

は
、事
業
の
継
続
、雇
用
の
維
持
、

生
活
の
下
支
え
が
不
可
欠
で
あ
る

こ
と
か
ら
、コ
ロ
ナ
関
連
緊
急
対

策
補
助
事
業
を
活
用
し
支
援
の
強

化
に
継
続
し
て
取
り
組
ま
れ
る
よ

う
要
望
す
る
。

 

・ 

竹
田
温
泉「
花
水
月
」の
収
支
に
つ

い
て
は
、入
浴
料
、売
店
売
上
料
は

前
年
と
比
較
し
て
増
え
て
い
る
も

の
の
、依
然
と
し
て
厳
し
い
経
営

状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、引
き
続

き
コ
ス
ト
削
減
な
ど
改
善
対
策
を

講
じ
ら
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
契
約
検
査
室

 

・ 

市
が
発
注
す
る
公
共
工
事
等
に
つ

い
て
は
、品
質
確
保
を
促
進
す
る

と
と
も
に
、請
負
契
約
の
適
正
な

履
行
を
確
保
す
る
た
め
契
約
検
査

業
務
を
厳
正
か
つ
公
平
に
行
わ
れ

る
よ
う
引
き
続
き
要
望
す
る
。

■
久
住
支
所

 

・ 

指
定
管
理
施
設
に
つ
い
て
は
、基

本
協
定
、年
度
協
定
に
基
づ
き
必

要
な
書
類
の
提
出
を
求
め
計
画・

実
績
等
の
確
認
を
丁
寧
に
行
い
、

適
切
な
管
理
を
行
う
こ
と
。

 

・ 

会
計
帳
票
、諸
帳
簿
等
正
確
に
記

載
し
、適
切
に
管
理
す
る
こ
と
。

 

・ 

支
所
に
お
け
る
業
務
上
の
リ
ス
ク

を
適
切
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、組

織
と
し
て
一
定
の
水
準
を
保
ち
、

滞
り
な
く
業
務
を
遂
行
し
効
率
的

か
つ
効
果
的
な
執
行
を
要
望
す

る
。

 

・ 

久
住
さ
や
か
観
光
案
内・展
示
等

施
設
の
利
用
に
つ
い
て
は
、市
民

や「
久
住
さ
や
か
利
活
用
実
行
委

員
会
」の
利
用
希
望
の
声
を
丁
寧

に
聞
い
て
、有
効
利
用
を
進
め
る

よ
う
要
望
す
る
。

■
教
育
総
務
課

 

・ 「
竹
田
市
長
期
総
合
教
育
計
画
」に

基
づ
き
、児
童
生
徒
に
適
切
な
教

育
環
境
を
整
え
、教
育
の
機
会
均

等
と
質
の
向
上
が
図
ら
れ
る
よ
う

要
望
す
る
。

　
ま
た
、学
校
や
幼
稚
園
等
の
所
管

施
設
の
訪
問
を
行
い
、教
育
現
場

の
把
握
に
努
め
ら
れ
る
よ
う
引
き

続
き
要
望
す
る
。

 

・ 

学
校
統
合
に
つ
い
て
は
、子
ど
も

た
ち
や
保
護
者
、地
域
住
民
の
思

い
を
聞
き
、意
見
を
受
け
止
め
丁

寧
な
説
明
、回
答
を
行
う
と
と
も

に
、関
係
機
関
に
適
時
に
十
分
な

状
況
説
明
を
し
な
が
ら
丁
寧
な
プ

ロ
セ
ス
を
踏
む
よ
う
要
望
す
る
。

■
学
校
教
育
課

 

・ 「
教
育
の
ま
ち
Ｔ
Ｏ
Ｐ
運
動
」の
12

年
目
、第
４
フ
ェ
ー
ズ（
学
び
の
湧

出
）の
最
終
年
度
と
し
て
の
総
括

を
行
い
、主
体
的
に
学
び
、未
来
を

創
造
す
る
子
ど
も
の
育
成
に
取
り

組
ま
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
生
涯
学
習
課

 

・ 

社
会
教
育
施
設
は
、住
民
主
体
の

地
域
づ
く
り
、持
続
可
能
な
地
域

共
生
社
会
構
築
に
向
け
た
取
り
組

み
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
も
求
め

ら
れ
て
い
る
。「
人
づ
く
り
」「
つ
な

が
り
づ
く
り
」と
い
う
強
み
を
発

揮
し
つ
つ
、新
た
な
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
組
織
を
模
索
し
て
い
る
多

様
な
主
体
の
連
携・協
同
に
よ
る

開
か
れ
、つ
な
が
る
社
会
教
育
を

要
望
す
る
。

■
ま
ち
づ
く
り
文
化
財
課

 

・ 「
竹
田
市
文
化
財
保
存
活
用
地
域

計
画
」の
認
定
に
向
け
本
市
に
所

在
す
る
文
化
財
の
保
存・活
用
に

関
わ
る
多
様
な
取
り
組
み
を
要
望

す
る
。

 

・ 

岡
城
跡
を
訪
れ
る
市
民
や
観
光
客

の
安
全
確
保
と
文
化
財
保
護
の
二

つ
の
視
点
を
持
っ
て
、先
進
事
例

を
参
考
と
し
て
事
故
防
止
の
対
策

を
図
る
よ
う
要
望
す
る
。

 

・ 

史
跡
御
客
屋
敷「
月
鐘
楼
」は
㈱

E
C
O
W
が
指
定
管
理
を
受
託
し

て
い
る
。管
理
、公
開
活
用
に
加
え

地
域
経
済
へ
の
貢
献
も
目
的
と
し

て
、飲
食
の
提
供
等
を
行
い
観
光

客
の
休
息
場
所
に
な
っ
て
い
る
。

利
用
者
の
増
加
に
向
け
市
民
に
も

「
月
鐘
楼
」の
歴
史
的
価
値
や
魅
力

を
発
信
し
、指
定
管
理
者
と
と
も

に
誘
客
を
推
進
す
る
よ
う
要
望
す

る
。

■
歴
史
文
化
館

 

・ 

城
下
町
通
り
に
立
つ
歴
史
文
化
館

は
、竹
田
市
の
歴
史・文
化・芸
術

の
魅
力
を
発
信
す
る
ま
ち
づ
く
り

と
融
合
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
あ

る
。「
岡
城
ガ
イ
ダ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
」

「
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」「
特
別
展
示
室

ち
く
で
ん
館
」を
活
用
し
、城
下
町

ま
ち
歩
き
の
拠
点
と
な
る
よ
う
要

望
す
る
。

 

・ 

歴
史
文
化
館「
由
学
館
」の
大
き
な

目
的
の
ひ
と
つ
と
し
て
、田
能
村

竹
田
を
祖
と
す
る「
豊
後
南
画
」や

旧
竹
田
荘
の
価
値
の
発
信
が
あ

る
。国
宝
や
重
要
文
化
財
の
展
示

会
は
多
く
の
人
が
訪
れ
、街
の
賑

わ
い
の
創
出
、発
信
の
場
と
な
る
。

引
き
続
き
展
示
実
績
を
重
ね
、館

長
や
職
員
の
知
識
と
経
験
を
活
か

し
て
、集
客
力
を
持
つ
国
宝
等
の

展
示
会
の
開
催
に
向
け
邁
進
す
る

こ
と
を
要
望
す
る
。

■
議
会
事
務
局

 

・ 

議
会
に
お
け
る
会
議
の
内
容
や
経

過
な
ど
の
情
報
を
市
民
に
提
供

し
、近
状
や
動
向
が
市
民
に
十
分

伝
わ
る
よ
う
に
し
、議
会
に
対
す

る
理
解
が
深
ま
る
よ
う
引
き
続
き

要
望
す
る
。

■
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

 

・ 

選
挙
人
の
政
治
へ
の
関
心
が
高
ま

る
よ
う
投
票
率
の
向
上
に
向
け
た

積
極
的
、効
果
的
な
啓
発
活
動
を

引
き
続
き
要
望
す
る
。

■
農
業
委
員
会
事
務
局

 

・ 

農
地
利
用
の
確
保
と
農
業
経
営
の

規
模
拡
大
、農
地
の
集
団
化
、担
い

手
や
新
た
に
農
業
経
営
を
営
も
う

と
す
る
者
の
参
入
等
に
よ
る
農
用

地
の
利
用
促
進
を
図
る
よ
う
引
き

続
き
要
望
す
る
。

 

・ 

農
業
経
営
移
譲
後
の
農
地
管
理
や

諸
名
義
変
更
等
に
つ
い
て
、適
宜

に
指
導
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
消
防
本
部

 

・ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ

の
防
止
策
の
徹
底
を
図
り
市
民
の

生
命
、財
産
を
災
害
等
か
ら
守
る

た
め
、救
急
業
務
体
制
の
強
化
並

び
に
消
火・救
助
業
務
を
継
続
で

き
る
体
制
を
確
保
で
き
る
よ
う
要

望
す
る
。

 

・ 

１
１
９
番
を
１
か
所
に
集
中
し
て

受
け
る
消
防
指
令
業
務
の
共
同
運

用
に
つ
い
て
は
、令
和
６
年
度
中

運
用
開
始
に
向
け
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
を
き
た
さ
な
い
よ
う
協

議・検
討
を
重
ね
て
取
り
組
ま
れ

る
よ
う
要
望
す
る
。

■
竹
田
市
文
化
振
興
財
団

 

・ 

指
定
管
理
者
で
あ
る
財
団
法
人
は
、

竹
田
市
の
多
彩
な
文
化
芸
術
活
動

や
人
々
の
交
流
等
を
通
じ
て
、竹

田
市
の
魅
力
を
高
め「
ま
ち
づ
く
り

の
拠
点
」と
し
て
地
域
社
会
の
発
展

に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
業

務
に
取
り
組
む
こ
と
を
望
む
。

 

・ 

令
和
４
年
度
に
一
般
社
団
法
人
か

ら
公
益
財
団
法
人
に
移
行
し
た
こ

と
か
ら
、透
明
性
を
担
保
し
、指
定

の
意
義
に
沿
っ
て
活
動
の
充
実
を

図
る
た
め
事
業
実
施
体
制
の
充

実
、市
民
参
加
の
体
制
づ
く
り
等

事
業
と
そ
の
成
果
が
市
民
生
活
に

反
映
さ
れ
、喜
ば
れ
る
も
の
と
な

る
よ
う
望
む
。

■
竹
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

 

・ 

竹
田
市
施
策
の
一
翼
を
担
う
団
体

と
し
て
、事
務
事
業
の
効
率
化
や

健
全
財
政
の
取
り
組
み
を
進
め
、

持
続
可
能
な
組
織
運
営
が
な
さ
れ

る
よ
う
要
望
す
る
。

 

・ 

多
く
の
事
業
実
施
に
あ
た
り
、個

人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
職
員
の

倫
理
規
程
を
定
め
る
こ
と
を
要
望

す
る
。

■
竹
田
市
観
光
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会

 

・ 

協
会
の
自
主
財
源
と
な
る
旅
行
セ

ン
タ
ー
事
業
を
中
心
と
し
て
、新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
終
息

後
の
観
光
誘
致
に
つ
な
が
る
新
た

な
取
り
組
み
を
望
む
。

 

・ 

竹
田
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
館
等
各
種

業
務
委
託
に
つ
い
て
は
、事
業
内

容
を
把
握
す
る
こ
と
。ま
た
特
定

非
営
利
活
動
法
人
と
し
て
情
報
公

開
の
要
請
に
応
じ
て
公
開
で
き
る

よ
う
備
え
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

監
査
公
表

竹
田
市
監
査
委
員

　
　
　
　後
藤
　英
一

　
　
　
　山
村
　英
治
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令
和
４
年
11
月
か
ら
令
和
５
年
２

月
ま
で
に
実
施
し
た
監
査
結
果
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

■
総
務
課

 

・ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
が
続
く
な
か
、市
民
生
活
を

守
る
感
染
対
策
や
風
水
害
等
に
伴

う
対
応
な
ど
、職
員
に
求
め
ら
れ

て
い
る
業
務
の
範
囲
が
多
様
化
、

複
雑
化
、高
度
化
し
て
い
る
。ま
た
、

少
子
高
齢
化
が
著
し
い
な
か
、人

材
確
保
な
ど
課
題
に
直
面
し
て
い

る
状
況
で
あ
る
。こ
れ
ら
の
課
題

に
対
応
す
る
た
め
、電
子
申
請
や

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
な
ど
の
デ

ジ
タ
ル
化
を
図
り
、行
政
改
革
の

更
な
る
推
進
を
要
望
す
る
。

 

・ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
実
態
、

様
々
な
取
り
組
み
と
成
果
や
寄
せ

ら
れ
た
市
民
の
声
は
貴
重
な
経
験

値
で
あ
る
こ
と
か
ら
、次
代
へ
引

き
継
ぐ
よ
う
要
望
す
る
。

■
総
合
政
策
課

 

・ 

総
合
政
策
課
と
し
て
、計
画
策
定
、

計
画
の
進
行
管
理
、事
務
事
業
の

管
理
及
び
事
業
評
価
を
行
い
、予

算
編
成
や
行
財
政
改
革
等
と
連
動

さ
せ
、政
策
の
推
進
と
ま
ち
づ
く

り
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
で
き
る
体

制
づ
く
り
を
望
む
。

 

・ 

竹
田
市
内
を
運
行
す
る
地
域
公
共

交
通
は
、市
民
の
日
常
的
生
活
に

欠
か
せ
な
い
移
動
手
段
と
な
っ
て

お
り
、特
に
子
ど
も
や
高
齢
者
な

ど
移
動
制
約
者
の
移
動
手
段
を
確

保
す
る
事
が
大
切
で
あ
る
。市
民
、

地
域
団
体
、交
通
事
業
者
な
ど
多

様
な
主
体
と
連
携
し
て
地
域
の
実

情
に
合
っ
た
持
続
可
能
な
取
り
組

み
を
要
望
す
る
。

 

・ 

指
定
管
理
者
公
益
財
団
法
人
竹
田

市
文
化
振
興
財
団
は
、市
民
の
多

彩
な
文
化
芸
術
活
動
、交
流
、生
涯

学
習
の
場
と
し
て
地
域
の
活
性
化

や
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

指
定
管
理
者
の
事
業
や
豊
か
な
心

が
育
ま
れ
る
文
化
芸
術
活
動
の
指

針
と
な
る
、「
文
化
芸
術
振
興
計
画
」

の
策
定
に
取
り
組
む
こ
と
を
要
望

す
る
。

■
情
報
推
進
課

 

・ 

ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
使
用
料

の
未
納
に
つ
い
て
は
、収
納
に
努

め
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
停
止
を
含
め

て
対
応
す
る
こ
と
。

 

・ 

人
口
減
少
の
進
む
中
、行
政
に
お

け
る
人
材
不
足
が
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
や
提
供
コ
ス
ト
に
影
響
す

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。住
民
一

人
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
選

択
が
で
き
る
各
種
手
続
き
の
デ
ジ

タ
ル
化
を
は
じ
め
、き
ち
ん
と
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
届
け
る
取
り
組
み

の
一
つ
と
し
て
自
治
体
Ｄ
Ｘ
を
推

進
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

■
税
務
課

 

・ 

市
税
の
収
納
率
は
年
々
向
上
し
て

お
り
97・２
%
と
な
っ
て
い
る
。引

き
続
き
更
な
る
収
納
率
向
上
に
努

め
る
と
と
も
に
、公
正
な
事
務
処

理
が
行
わ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
市
民
課

 

・ 

市
民
の
基
本
情
報
の
整
備
と
適
正

な
維
持
管
理
、セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の

確
保
に
努
め
、市
民
サ
ー
ビ
ス
向

上
に
向
け
た
一
層
の
取
り
組
み
を

要
望
す
る
。

■
環
境
課

 

・ 

環
境
課
が
管
理
、所
有
す
る
清
掃

セ
ン
タ
ー
、衛
生
セ
ン
タ
ー
等
の

施
設
に
つ
い
て
は「
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
」に
基
づ
き
、長
寿

命
化
改
修
工
事
等
を
実
施
す
る
な

ど
、市
民
生
活
に
影
響
が
な
い
よ

う
適
正
な
維
持
管
理
を
行
う
よ
う

要
望
す
る
。

■
保
険
健
康
課

 

・ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
法
上
の
分
類
が
変
わ
る
事
か

ら
、医
療
費
の
自
己
負
担
や
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
費
用
な
ど
、国
の
動

向
を
見
極
め
適
時
、適
切
な
対
応

が
取
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

 

・ 

医
療
環
境
の
実
態
を
と
ら
え
て
、

市
民
の
健
全
な
生
活
が
続
け
て
い

け
る
よ
う
な
、将
来
を
見
据
え
た

事
業
推
進
に
取
り
組
む
こ
と
を
要

望
す
る
。

■
社
会
福
祉
課

 

・ 

高
齢
化
の
中
で
人
口
減
少
が
進
行

し
、福
祉
ニ
ー
ズ
が
多
様
化・複
雑

化
し
て
い
る
。福
祉
の
提
供
に
お

い
て
、誰
も
が
そ
の
ニ
ー
ズ
に

あ
っ
た
支
援
が
受
け
ら
れ
る
地
域

づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、支

援
体
制
を
支
え
る
環
境
の
整
備
、

人
材
の
育
成・確
保
等
を
行
い
地

域
住
民
の
参
画
と
協
同
に
よ
り
、

誰
も
が
支
え
あ
う
共
生
社
会
の
実

現
を
目
指
す
一
層
の
取
り
組
み
を

要
望
す
る
。

■
白
丹
保
育
所

 

・ 

保
育
理
念
に
基
づ
き「
子
ど
も
一

人
一
人
を
大
切
に
し
、保
護
者
か

ら
も
信
頼
さ
れ
、地
域
に
愛
さ
れ

る
保
育
所
を
目
指
す
」に
向
け
て
、

職
員・家
庭・地
域
と
の
連
携
を
図

り
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
た
い
。

■
高
齢
者
福
祉
課

 

・ 

元
気
な
高
齢
者
が
生
き
生
き
と
し

た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
、介
護

が
必
要
に
な
っ
て
も
、そ
の
有
す

る
能
力
に
応
じ
主
体
性
を
も
っ

て
、住
み
慣
れ
た
地
域
で
日
常
生

活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

保
健・医
療・福
祉
の
連
携
の
取
れ

た
サ
ー
ビ
ス
の
円
滑
な
提
供
が
で

き
る
よ
う
引
き
続
き
要
望
す
る
。

 

・ 

介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
が
増

加
し
て
介
護
の
現
場
で
働
く
人
材

が
慢
性
的
に
不
足
し
て
い
る
。介

護
人
材
確
保
及
び
育
成
に
一
層
の

取
り
組
み
を
要
望
す
る
。

■
商
工
観
光
課

 

・ 

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
状
況
に

あ
る
商
業・観
光
業
等
に
お
い
て

は
、事
業
の
継
続
、雇
用
の
維
持
、

生
活
の
下
支
え
が
不
可
欠
で
あ
る

こ
と
か
ら
、コ
ロ
ナ
関
連
緊
急
対

策
補
助
事
業
を
活
用
し
支
援
の
強

化
に
継
続
し
て
取
り
組
ま
れ
る
よ

う
要
望
す
る
。

 

・ 

竹
田
温
泉「
花
水
月
」の
収
支
に
つ

い
て
は
、入
浴
料
、売
店
売
上
料
は

前
年
と
比
較
し
て
増
え
て
い
る
も

の
の
、依
然
と
し
て
厳
し
い
経
営

状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、引
き
続

き
コ
ス
ト
削
減
な
ど
改
善
対
策
を

講
じ
ら
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
契
約
検
査
室

 

・ 

市
が
発
注
す
る
公
共
工
事
等
に
つ

い
て
は
、品
質
確
保
を
促
進
す
る

と
と
も
に
、請
負
契
約
の
適
正
な

履
行
を
確
保
す
る
た
め
契
約
検
査

業
務
を
厳
正
か
つ
公
平
に
行
わ
れ

る
よ
う
引
き
続
き
要
望
す
る
。

■
久
住
支
所

 

・ 

指
定
管
理
施
設
に
つ
い
て
は
、基

本
協
定
、年
度
協
定
に
基
づ
き
必

要
な
書
類
の
提
出
を
求
め
計
画・

実
績
等
の
確
認
を
丁
寧
に
行
い
、

適
切
な
管
理
を
行
う
こ
と
。

 

・ 

会
計
帳
票
、諸
帳
簿
等
正
確
に
記

載
し
、適
切
に
管
理
す
る
こ
と
。

 

・ 

支
所
に
お
け
る
業
務
上
の
リ
ス
ク

を
適
切
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、組

織
と
し
て
一
定
の
水
準
を
保
ち
、

滞
り
な
く
業
務
を
遂
行
し
効
率
的

か
つ
効
果
的
な
執
行
を
要
望
す

る
。

 

・ 

久
住
さ
や
か
観
光
案
内・展
示
等

施
設
の
利
用
に
つ
い
て
は
、市
民

や「
久
住
さ
や
か
利
活
用
実
行
委

員
会
」の
利
用
希
望
の
声
を
丁
寧

に
聞
い
て
、有
効
利
用
を
進
め
る

よ
う
要
望
す
る
。

■
教
育
総
務
課

 

・ 「
竹
田
市
長
期
総
合
教
育
計
画
」に

基
づ
き
、児
童
生
徒
に
適
切
な
教

育
環
境
を
整
え
、教
育
の
機
会
均

等
と
質
の
向
上
が
図
ら
れ
る
よ
う

要
望
す
る
。

　
ま
た
、学
校
や
幼
稚
園
等
の
所
管

施
設
の
訪
問
を
行
い
、教
育
現
場

の
把
握
に
努
め
ら
れ
る
よ
う
引
き

続
き
要
望
す
る
。

 

・ 

学
校
統
合
に
つ
い
て
は
、子
ど
も

た
ち
や
保
護
者
、地
域
住
民
の
思

い
を
聞
き
、意
見
を
受
け
止
め
丁

寧
な
説
明
、回
答
を
行
う
と
と
も

に
、関
係
機
関
に
適
時
に
十
分
な

状
況
説
明
を
し
な
が
ら
丁
寧
な
プ

ロ
セ
ス
を
踏
む
よ
う
要
望
す
る
。

■
学
校
教
育
課

 

・ 「
教
育
の
ま
ち
Ｔ
Ｏ
Ｐ
運
動
」の
12

年
目
、第
４
フ
ェ
ー
ズ（
学
び
の
湧

出
）の
最
終
年
度
と
し
て
の
総
括

を
行
い
、主
体
的
に
学
び
、未
来
を

創
造
す
る
子
ど
も
の
育
成
に
取
り

組
ま
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
生
涯
学
習
課

 

・ 

社
会
教
育
施
設
は
、住
民
主
体
の

地
域
づ
く
り
、持
続
可
能
な
地
域

共
生
社
会
構
築
に
向
け
た
取
り
組

み
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
も
求
め

ら
れ
て
い
る
。「
人
づ
く
り
」「
つ
な

が
り
づ
く
り
」と
い
う
強
み
を
発

揮
し
つ
つ
、新
た
な
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
組
織
を
模
索
し
て
い
る
多

様
な
主
体
の
連
携・協
同
に
よ
る

開
か
れ
、つ
な
が
る
社
会
教
育
を

要
望
す
る
。

■
ま
ち
づ
く
り
文
化
財
課

 

・ 「
竹
田
市
文
化
財
保
存
活
用
地
域

計
画
」の
認
定
に
向
け
本
市
に
所

在
す
る
文
化
財
の
保
存・活
用
に

関
わ
る
多
様
な
取
り
組
み
を
要
望

す
る
。

 

・ 

岡
城
跡
を
訪
れ
る
市
民
や
観
光
客

の
安
全
確
保
と
文
化
財
保
護
の
二

つ
の
視
点
を
持
っ
て
、先
進
事
例

を
参
考
と
し
て
事
故
防
止
の
対
策

を
図
る
よ
う
要
望
す
る
。

 

・ 

史
跡
御
客
屋
敷「
月
鐘
楼
」は
㈱

E
C
O
W
が
指
定
管
理
を
受
託
し

て
い
る
。管
理
、公
開
活
用
に
加
え

地
域
経
済
へ
の
貢
献
も
目
的
と
し

て
、飲
食
の
提
供
等
を
行
い
観
光

客
の
休
息
場
所
に
な
っ
て
い
る
。

利
用
者
の
増
加
に
向
け
市
民
に
も

「
月
鐘
楼
」の
歴
史
的
価
値
や
魅
力

を
発
信
し
、指
定
管
理
者
と
と
も

に
誘
客
を
推
進
す
る
よ
う
要
望
す

る
。

■
歴
史
文
化
館

 

・ 

城
下
町
通
り
に
立
つ
歴
史
文
化
館

は
、竹
田
市
の
歴
史・文
化・芸
術

の
魅
力
を
発
信
す
る
ま
ち
づ
く
り

と
融
合
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
あ

る
。「
岡
城
ガ
イ
ダ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
」

「
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」「
特
別
展
示
室

ち
く
で
ん
館
」を
活
用
し
、城
下
町

ま
ち
歩
き
の
拠
点
と
な
る
よ
う
要

望
す
る
。

 

・ 

歴
史
文
化
館「
由
学
館
」の
大
き
な

目
的
の
ひ
と
つ
と
し
て
、田
能
村

竹
田
を
祖
と
す
る「
豊
後
南
画
」や

旧
竹
田
荘
の
価
値
の
発
信
が
あ

る
。国
宝
や
重
要
文
化
財
の
展
示

会
は
多
く
の
人
が
訪
れ
、街
の
賑

わ
い
の
創
出
、発
信
の
場
と
な
る
。

引
き
続
き
展
示
実
績
を
重
ね
、館

長
や
職
員
の
知
識
と
経
験
を
活
か

し
て
、集
客
力
を
持
つ
国
宝
等
の

展
示
会
の
開
催
に
向
け
邁
進
す
る

こ
と
を
要
望
す
る
。

■
議
会
事
務
局

 

・ 

議
会
に
お
け
る
会
議
の
内
容
や
経

過
な
ど
の
情
報
を
市
民
に
提
供

し
、近
状
や
動
向
が
市
民
に
十
分

伝
わ
る
よ
う
に
し
、議
会
に
対
す

る
理
解
が
深
ま
る
よ
う
引
き
続
き

要
望
す
る
。

■
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

 

・ 

選
挙
人
の
政
治
へ
の
関
心
が
高
ま

る
よ
う
投
票
率
の
向
上
に
向
け
た

積
極
的
、効
果
的
な
啓
発
活
動
を

引
き
続
き
要
望
す
る
。

■
農
業
委
員
会
事
務
局

 

・ 

農
地
利
用
の
確
保
と
農
業
経
営
の

規
模
拡
大
、農
地
の
集
団
化
、担
い

手
や
新
た
に
農
業
経
営
を
営
も
う

と
す
る
者
の
参
入
等
に
よ
る
農
用

地
の
利
用
促
進
を
図
る
よ
う
引
き

続
き
要
望
す
る
。

 

・ 

農
業
経
営
移
譲
後
の
農
地
管
理
や

諸
名
義
変
更
等
に
つ
い
て
、適
宜

に
指
導
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
消
防
本
部

 

・ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ

の
防
止
策
の
徹
底
を
図
り
市
民
の

生
命
、財
産
を
災
害
等
か
ら
守
る

た
め
、救
急
業
務
体
制
の
強
化
並

び
に
消
火・救
助
業
務
を
継
続
で

き
る
体
制
を
確
保
で
き
る
よ
う
要

望
す
る
。

 

・ 

１
１
９
番
を
１
か
所
に
集
中
し
て

受
け
る
消
防
指
令
業
務
の
共
同
運

用
に
つ
い
て
は
、令
和
６
年
度
中

運
用
開
始
に
向
け
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
を
き
た
さ
な
い
よ
う
協

議・検
討
を
重
ね
て
取
り
組
ま
れ

る
よ
う
要
望
す
る
。

■
竹
田
市
文
化
振
興
財
団

 
・ 

指
定
管
理
者
で
あ
る
財
団
法
人
は
、

竹
田
市
の
多
彩
な
文
化
芸
術
活
動

や
人
々
の
交
流
等
を
通
じ
て
、竹

田
市
の
魅
力
を
高
め「
ま
ち
づ
く
り

の
拠
点
」と
し
て
地
域
社
会
の
発
展

に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
業

務
に
取
り
組
む
こ
と
を
望
む
。

 

・ 

令
和
４
年
度
に
一
般
社
団
法
人
か

ら
公
益
財
団
法
人
に
移
行
し
た
こ

と
か
ら
、透
明
性
を
担
保
し
、指
定

の
意
義
に
沿
っ
て
活
動
の
充
実
を

図
る
た
め
事
業
実
施
体
制
の
充

実
、市
民
参
加
の
体
制
づ
く
り
等

事
業
と
そ
の
成
果
が
市
民
生
活
に

反
映
さ
れ
、喜
ば
れ
る
も
の
と
な

る
よ
う
望
む
。

■
竹
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

 

・ 

竹
田
市
施
策
の
一
翼
を
担
う
団
体

と
し
て
、事
務
事
業
の
効
率
化
や

健
全
財
政
の
取
り
組
み
を
進
め
、

持
続
可
能
な
組
織
運
営
が
な
さ
れ

る
よ
う
要
望
す
る
。

 

・ 

多
く
の
事
業
実
施
に
あ
た
り
、個

人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
職
員
の

倫
理
規
程
を
定
め
る
こ
と
を
要
望

す
る
。

■
竹
田
市
観
光
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会

 

・ 

協
会
の
自
主
財
源
と
な
る
旅
行
セ

ン
タ
ー
事
業
を
中
心
と
し
て
、新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
終
息

後
の
観
光
誘
致
に
つ
な
が
る
新
た

な
取
り
組
み
を
望
む
。

 

・ 

竹
田
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
館
等
各
種

業
務
委
託
に
つ
い
て
は
、事
業
内

容
を
把
握
す
る
こ
と
。ま
た
特
定

非
営
利
活
動
法
人
と
し
て
情
報
公

開
の
要
請
に
応
じ
て
公
開
で
き
る

よ
う
備
え
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

■問
監
査
事
務
局
　
☎
63

－

４
８
１
９

財
政
援
助
団
体
等
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新型コロナワクチン接種に関するお知らせ（令和５年３月10日現在）

■問竹田市新型コロナワクチン接種相談窓口

令和５年度も、自己負担なしで新型コロナワクチンを接種できます
■４月以降の追加接種（３回目以降）予定

◎令和４年秋に開始したオミクロン株対応ワクチン接種は、５月７日㈰で終了します。
◎５月８日㈪から実施する「令和５年春開始接種」に伴い、「令和５年春開始接種用の接種券」を発行します。
　接種対象者のうち、65歳以上の方には「令和５年春開始接種用の接種券」を４月下旬以降、順次発送します。
　５歳～64歳の基礎疾患を有する方、医療従事者、施設従事者などの方は、接種券の発行に申請が必要です。

■令和５年春開始接種の接種券発行申請方法（5～ 64歳の方）
　接種対象に該当する方は、次のいずれかの方法で申
請をお願いします。
　ただし、令和４年度に４回目接種券発送申請書を提
出した方には、順次接種券を発送しますので、申請は不
要です。

■４月以降の初回接種について
乳幼児（生後６か月～４歳）、５歳以上の初回接種未完了の方も、引き続き自己負担なしで接種できます。

■■場 竹田市高齢者いきいき交流センター（竹田市総合社会福祉センター裏）
■■問 大分年金事務所お客様相談室（土・日・祝日を除く）
　 ☎097-552-1211　※音声案内が流れます。最初は「１」番、続いて「２」番を押してください。

　令和５年度の年金相談日は次のとおりです。相談は完全予約制なので、予約の際には基礎年金番号の分
かるものをご用意ください。

【接種対象者】
①高齢者（65歳以上）
②基礎疾患を有する方（12 ～ 64歳）
③医療従事者、施設従事者等
　※②③の方は、申請が必要です。

基礎疾患を有する方は、さらに１回追加
接種が可能（申請が必要です）

５月７日㈰まで

12歳以上

５～ 11歳

５月８日㈪～８月 ９月以降

令和４年秋開始接種
オミクロン株対応ワクチン

※１人１回

令和５年春開始接種
オミクロン株対応ワクチン

令和５年秋
開始接種

５歳以上の
すべての方

追加接種（３回目以降）
オミクロン株対応ワクチン

※１人１回

窓口

Web
電話

対応時間　午前９時～午後５時
（月曜日～金曜日 ※閉庁日を除く）
☎63-4840

対応時間　午前９時～午後５時（月曜日～金曜日 ※閉庁日を除く）☎63-4840

市役所本庁舎２階
新型コロナワクチン接種相談窓口

二次元コードを読み
取って、必要事項を入
力してください。

※３月は第３水曜日が祝日ですので、３月21日（木曜日）となります。

■相談日（毎月第３水曜日の午前10時～午後３時）
４月19日㈬
８月16日㈬
12月20日㈬

５月17日㈬
９月20日㈬
１月17日㈬

６月21日㈬
10月18日㈬
２月21日㈬

７月19日㈬
11月15日㈬
※３月21日㈭

令和５年度の年金相談

広報たけた 令和５年４月号 28



図書館へ
行こう!

４月号

L e t ' s  g o  t o  t h e  l i b r a r y

　４月となりました。新しい生活への期待や不安などそわそわした感じ
が伝わってきて、季節が一巡りしたと実感します。環境の変化に戸惑う
ことや、対応に追われることも多いですが、図書館で過ごしたり、本を読
んだりして、適度に息抜きをしながら頑張っていきましょう。

今月の読み聞かせ

開館のご案内

おはなしひろば 毎週火曜日
おはなしルーム ４月はお休みです
たけのこ文庫のおはなし会 ４月８日㈯

10：30～11：00

15：00～15：30

竹田市立図書館（TEL&FAX 63-1048）

荻駅交流館図書室（TEL&FAX 68-2200）

久住図書室（TEL 76-0717 ／ FAX 76-0724）
直入図書室（TEL 75-2211 ／ FAX 75-2217）

開館時間  午前10時～午後６時／休館日 月曜日・第４金曜日

開館時間  午前10時～午後６時／休館日 土・日・祝日等

開館時間 午前８時30分～午後５時／休館日 土・日・祝日等

他 250 冊ほど入りました。

新刊のご案内
【一般書】
• しろがねの葉［新潮社］
• 書楼弔堂　待宵［集英社］
• 祝祭のハングマン［文藝春秋］
• 元の黙阿弥［エイチアンドアイ］
• 少し嫌われるくらいがちょうどいい［ポプラ社］
• ショージ君、85歳。老いてなお、ケシカランことばかり［大和書房］

• 70代から「いいこと」ばかり起きる人［朝日新聞出版］

• 思い込みにとらわれない生き方［ポプラ社］
• もしもワニに襲われたら［文響社］

• やり続ける力－天才じゃない僕が夢をつかむプロセス30－［KADOKAWA］

千早　茜
京極　夏彦
中山　七里

奥山　景布子
曽野　綾子

東海林　さだお

和田　秀樹
坂東　眞理子

ジョシュア・ペイビン、デビッド・ボーゲニクト

内村　航平

三田村　信行 作／あさくら　まや 絵

ポーラ・ハリソン 作／花珠 絵

小手鞠　るい 作／植田　たてり イラスト

田守　伸也 作／原　ゆたか 原作・監修

鎌田　雄一郎

高濱　正伸 監修／林　ユミ 絵
たなか　ひかる

柴田　ケイコ

塚本　ユージ
鈴木　まもる

【児童書】

読み聞かせにおすすめの一冊

「はるですよ」

　もうはるなのに、くまさんはまだねむりつ
づけています。もりのどうぶつたちは、なん
とかおこそうとしますが、なかなかおきてく
れません。そこにありさんがやってきて……。
春らしい温かな絵で、ひとりひとりの良さを
認めあう心を育む絵本です。

くすのき　しげのり 作／小林　ゆき子 絵　フレーベル館

司書おすすめ
の一冊

「戦国十二刻　－女人阿修羅－」
一般書

木下　昌輝　光文社
　長久手の戦いで家康が勝利するまでの24時
間、伊達家と最上家に和睦をさせるまでの24
時間、父光秀の死の真相に近づくまでの24時
間、高遠城の戦いで城を脱出するまでの24時
間、毛利家の吉川元春との婚約成立までの24
時間、織田信孝が母を犠牲に和睦するまでの
24時間、耳川の戦いで大友軍の壊滅までの24

時間……。歴史の大事に至るまでの一日を濃密に描く時代小説の
新機軸。荒れ狂う世に翻弄された７人の女性たちに迫る短編集。

　実話怪談コンテストで地方の習俗に根差し
た土着系の怪を描き注目された著者のデビュ
ー作。大分県をはじめ各地で採話された土着
的な怪談全27話が、田舎の習俗と郷土史に絡
め描かれています。竹田に関係する「馬の首」
と「豊後竹田の八尺女」も収録されていますの
で、ぜひ手に取ってみてください。

礒　みゆき 作／はた　こうしろう 絵　ポプラ社
「それで、いい！」児童書

「実話拾遺　うつせみ怪談」
丸太町　小川　竹書房

郷土の本

　きつねは絵をかくのがだいすき。かきたく
なれば、ノートのすみっこやチラシのうら、な
んにでもかきます。ある日、てんらんかいが
あることをしったきつねは、「みんながおどろ
くようなすごい絵をかいてやる！」といろん
な『すごいもの』をかきます。でも、なにをか
いてもみんなにどう思われるかふあんになっ
て……。そんなとき、ともだちのうさぎにい
われたことばは？そしててんらんかいの日にかざられたきつねの
絵は、どんな絵だったのでしょうか？

• ふしぎ町のふしぎレストラン６ゆうれい王子の注文［あかね書房］

• 名探偵テスとミナ１　消えたかんむりのなぞ［文響社］

• 放課後の読書クラブ［偕成社］

• かいけつゾロリのドキドキなぞときパズル城［ポプラ社］

• 雷神と心が読めるヘンなタネ－こどものためのゲーム理論－［河出書房新社］

• はじめての「よのなかルールブック」いちねんせいえほん［日本図書センター］

• ねこいる！［ポプラ社］
• めがねこのぼうけん［手紙社］
• コロネのおしりはどっち？［みらいパブリッシング］

• どこでもタクシー［文溪堂］
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グランツたけたからのお知らせ

５ 28日

５ 27土

５ ３水
㊗

５ ４木
㊗

DRUM TAO 竹田市民特別招待公演

DRUM TAO「THE TAO 夢幻響」
プレビュー公演
日　時 ５月４日（木・祝）
　　　 15:30開場 16:30開演
　　　 ※16:00より舞台挨拶あり
会　場 廉太郎ホール
入場料 6,000円（税込/全席指定）

日　時 ５月３日（水・祝）16:00開場 16:30開演
お申し込み ４月１日㈯10:00～20日㈭23:59まで

日　時 ５月28日㈰ 13:30開場 14:00開始
会　場 廉太郎ホール
講　師 青島広志（ピアノ）、小野勉（うた）
参加料 無料
申込方法 お電話にてお申し込みください。

日　時 ５月27日㈯ 13:30開場 14:00開演 (60分)
会　場 竹田市城下町交流プラザ 多目的ホール
入場料 一般500円、高校生以下無料（全席自由／税込）
※高校生以下無料もチケットは必要です。　
※未就学のお子さんも鑑賞できます。

グランツたけた　☎63-4837
ホームページ  https://www.city.taketa.oita.jp/glanz/

お問い合わせ

　日本テレビ「世界一受けたい授業」などでお馴染みの青島広志さんが
グランツたけた初登場！初心者からでも参加できる無料講座です。青島
さんの軽やかなピアノと楽しいお喋り、小野勉さんの華やかな歌声で、
皆さんをオペラの世界へご案内します。

　７月に廉太郎ホールでのリサイタルを行うクラシックギタリストの大
萩康司さんが、ホールを飛び出し皆さんのもとへ音楽を届けます。演奏
家の人柄も身近に感じられる【地域コンサート】へぜひお越しください！

【第２回】古今東西！オペラの ABC

大萩康司 [ 地域コンサート ] in 城下町

青島広志
©Gakken

© SHIMON SEKIYA

『マダム・バタフライ』塾～オペラ編～

グランツ音楽館 vol.３
『大萩康司ギター・リサイタル』

　グランツたけたでのイベントやチケットの情報などをいち早く受け取
ることができ、ますますグランツのイベントに参加しやすくなる友の会
“グラとも”がスタートします。
　入会金・年会費は、無料で、会員だけのお得な情報が入手できるか
も！？ 入会方法などは、今後グランツたけたホームページなどでお知ら
せします。お気軽にお問い合わせください。

グランツたけた友の会『グラとも』が
発足します！

ま
る
ご
と
博
物
館

208

画一筋に生きる　村上　勝
むら　かみ　　　  まさる

　
明
治
37（
１
９
０
４
）年
８
月
、

村
上
勝
は
五
右
衛
門
谷（
岡
城
通
）

で
生
ま
れ
ま
し
た
。雅
号
は
岡
城

が
臥
牛
城
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
こ

と
か
ら
臥
牛
と
し
ま
し
た
。大
正

12（
１
９
２
３
）年
旧
制
竹
田
中
学

校（
現
大
分
県
立
竹
田
高
等
学
校
）

を
卒
業
す
る
と
本
格
的
に
絵
の
技

法
を
身
に
付
け
る
た
め
東
京
本
郷

洋
画
研
究
所
で
油
絵
を
、川
端
画

学
校
で
日
本
画
を
学
び
ま
し
た
。

　
卒
業
後
は
竹
田
へ
帰
郷
し
て
水

石
会
に
所
属
し
都
甲
九
峯
、草
刈

樵
谷
に
師
事
し
て
南
画
を
学
び
ま

し
た
。ま
た
漢
詩
に
も
関
心
が
高

く
、竹
田
漢
詩
会
の
小
西
如
林
に

指
導
を
受
け
ま
し
た
。昭
和
10（
１

９
３
５
）年
、大
分
県
立
竹
田
高

等
女
学
校
を
は
じ
め
、旧
制
大
野

中
学
校
、大
野
高
等
女
学
校
、竹

田
商
工
学
校
、大
分
県
立
竹
田
高

等
学
校
に
美
術
教
師
と
し
て
勤
務

し
ま
し
た
。

　
永
年
勤
め
た
教
職
を
昭
和
46

（
１
９
７
１
）年
に
辞
し
て
か
ら

は
、竹
田
美
術
協
会
、画
聖
竹
田

先
生
を
偲
ぶ
美
術
祭
、竹
田
文
化

連
盟
の
創
立
運
営
等
に
携
わ
り
活

躍
し
ま
し
た
。
こ
の
功
績
に
よ
り

竹
田
市
よ
り
文
化
功
労
者
と
し
て

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
暇
を
見
つ
け
て
豊
後
南
画
に
専

念
し
て
日
本
水
墨
画
展
に
入
選
す

る
な
ど
、日
本
水
墨
画
協
会
会
員
、

大
分
県
美
術
協
会
会
員
と
し
て
多

く
の
作
品
を
残
し
て
い
ま
す
。

　
な
か
で
も
昭
和
62（
１
９
８
７
）

年
、第
20
回
日
本
水
墨
画
展
で
奨

励
賞
及
び
特
別
記
念
賞
を
受
賞
し

た「
落
門
之
瀑
」は
、城
原
井
路
を

経
て
Ｊ
Ｒ
豊
後
竹
田
駅
の
裏
の
崖

か
ら
流
れ
落
ち
る
滝
を
描
い
た
傑

作
で
す
。落
門
の
滝
と
言
い
日
田

の
廣
瀬
淡
窓
が
詠
ん
だ
漢
詩（
下
木

の
滝
）で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。第

21
回
の
同
展
で
は
、阿
蘇
山
を
描

い
た「
阿
蘇
山
旧
火
口
」が
青
稜
賞

（
会
長
賞
）を
受
賞
す
る
な
ど
、さ

ら
に
円
熟
し
て
い
き
ま
し
た
。ま

た
、色
紙
に
水
彩
画
な
ど
を
依
頼

さ
れ
る
と
気
軽
に
描
い
て
く
れ
る

な
ど
、柔
和
な
風
貌
と
と
も
に
多

く
の
人
か
ら
親
し
ま
れ
ま
し
た
。

村上　勝

落門之瀑

（
本
田
　
耕
一
）

令和 5年度グランツのイチオシ ! !
４月15日より
チケット発売！

チケット
発売中！

４ 21金（共催）TAKETA室内オーケストラ九州
第４回定期演奏会

～古澤巖ミュージックパートナー就任記念～
　TAKETAから世界に飛び出す、TAKETA室内オー
ケストラ九州の新たな世界！今シーズンより古澤
巖さんをミュージックパートナーにお迎えする、進
化したステージをお楽しみください。
日　時 ４月21日㈮ 18:30開場 19:00開演
会　場 廉太郎ホール
入場料 指定席 5,000円、自由席 4,000円、
　　　 U-25 1,000円（当日500円増）

※詳しくはグランツたけたホームページをご確認ください。

私たちと一緒に公演を創り上げてみませんか？
　入場時のチケット確認やパンフレット配布、客席案内などフロント業
務をサポートいただきます。クラシックコ
ンサートや演劇、映画が好きな方にオスス
メです。
〇応募資格　高校生以上
※高校生の方は保護者の承諾が必要です。
※申込方法など、詳しくはグランツたけた　
　ホームページをご確認ください。

令和５年度 フロントスタッフ募集中！

©kojima naoto

４月よりスタート

広報たけた 令和５年４月号 30



～いつまでもお元気で～アッパレ！　　 100歳

　久住町岳麓寺出身。若い
頃、実家の農業を手伝ってい
たところを見初められ結婚
しました。夫と２人で農業を

営み子ども３人を育て上げ、今では孫が12人、ひ孫が
７人います。夫は優しく「農作業も家事も手早くきれ
いに取り組む自慢のお嫁さんだ」とよく褒めてくれま
した。
　サルビアやクンシランなどの花が好きで、庭にたく
さんの花を育てていました。また旅行も好きで、よく
夫婦で出かけました。特に香港への旅行が素敵な思い
出として残っています。

甲斐　アキコさん
大正12年３月31日生まれ

（久住・板切）

か　い

　宮崎県児湯郡西米良出身。熊
本の本庄小学校卒業後、尚絅高
等女学校を出て、熊本の国民学
校で国語の教員として、教壇に

上がりました。当時の思い出としては、日本の滝100選にも
選ばれている「養老の滝」についての研究授業をしたこと
です。市内等の各校の先生方が観に来られ緊張しました。
　20歳のときに航空兵学校の教官をしていた夫と結婚
し、東京で過ごし、終戦後、夫の故郷である竹田に移り住
みました。１男４女に恵まれ、今では、孫が９人とひ孫が
14人います。
　現在は久住高原南山荘で、趣味の写経などして楽しく
過ごしています。長生きの秘訣は、「感謝の心」。

大塚　美知子さん
大正12年３月20日生まれ

（竹田・向山田）

おお つか　　　み　ち　こ

　第２次竹田市総合計画については、アンケートやワークショップなど市民の皆さんとの協働により、様々な策定作業
を経てきました。昨年３月22日に開催された第１回審議会において、土居市長から諮問がなされ、これまで４回にわた

り審議会での議論が行われました。先月３月２日の同審議
会において、姫野会長から土居市長へ答申書が手渡され、姫
野会長は「審議委員の皆さんには厳しい現実を理解しなが
らも、それぞれのご専門の立場から多様なポジティブな意
見を届けていただき、この総合計画には多分に反映されて
いる。本計画は今後竹田市が歩んでいく上での羅針盤とな
るため、社会情勢や市民ニーズの変化を見極めながら、分野
横断的な取り組みにより実効性の確保に努めてもらいた
い」と述べました。

第２次竹田市総合計画
将 来 像

総合計画審議会が答申

前列左から３番目、市総合計画審議会 姫野由香会長（大分大学准教授） ■■問 総合政策課　☎63-4801

▼ ▼ ▼バスの運行時刻が変わります！
４月１日から路線バス「やすらぎ交差点線」と「甘橡線」の一部運行時刻が変わりました。
公共交通の利用をお願いします。

やすらぎ交差点線（竹田～朝地） ※水曜日運行便

甘橡線（竹田～菅生） ※４月～９月運行便

14：59

竹田営業所
グランツたけた

やすらぎ
交差点

15：04
竹田本町

15：06
竹田駅前

15：15
三宅

15：20
学校入口

15：39

14：39

竹田営業所
グランツたけた

やすらぎ
交差点

14：44
竹田本町

14：46
竹田駅前

14：55
三宅

15：00
学校入口

15：19

◎朝地方面行

15：45

やすらぎ
交差点

竹田営業所
グランツたけた

16：03
学校入口

16：09
三宅

16：18
竹田駅前

16：20
竹田本町

16：25

◎竹田方面行

18：30

竹田営業所
グランツたけた

18：32
竹田本町

18：37
竹田駅前

18：40
玉来

18：44
松本 甘橡

18：58
原山
19：03

田代
19：11

17：56

竹田営業所
グランツたけた

17：58
竹田本町

18：03
竹田駅前

18：06
玉来

18：10
松本 甘橡

18：24
原山
18：29

田代
18：37

◎菅生方面行

旧

旧

新

新

15：25

やすらぎ
交差点

竹田営業所
グランツたけた

15：43
学校入口

15：49
三宅

15：58
竹田駅前

16：00
竹田本町

16：05

ＢＵＳ

STOP

ひとが輝き　未来へつなぐ　いのち溢れるまち　『竹田』
TAKETA

■■問 総合政策課　☎63-4801
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　丘き
ゅ
う

陵り
ょ
う

地ち

か
ら
山さ

ん

地ち

の
岩い

わ

場ば

に
生せ

い

育い
く

す
る
高
さ
１
〜
２
㍍
の
落ら

く

葉よ
う

低て
い

木ば
く

で
す
。よ
く
枝え

だ

分わ

か
れ
し
、樹じ

ゅ

皮ひ

は
灰か

い

白は
く

色し
ょ
くで
す
。本ほ

ん

種し
ゅ

は
ミ
ツ
バ
ツ

ツ
ジ
の
変へ

ん

種し
ゅ

で
す
。

　多
少
厚あ

つ

い
葉
は
全ぜ

ん

縁え
ん

で
、枝え

だ

先さ
き

に

３
個こ

輪り
ん

生せ
い

し
ま
す
。形
は
菱ひ

し

形が
た

で
長

さ
５
㌢
、幅は

ば

が
４
㌢
ほ
ど
で
す
。表ひ

ょ
う

面め
ん

は
光こ

う

沢た
く

が
あ
り
、裏り

面め
ん

は
緑

り
ょ
く

白は
く

色し
ょ
くで
葉よ

う

脈み
ゃ
くが
凸と

つ

状じ
ょ
うに
出
て
い
ま
す
。

日
当
た
り
の
い
い
尾お

根ね

筋す
じ

の
葉
は

赤あ
か

味み

を
帯
び
て
変へ

ん

色し
ょ
くし
ま
す
。

　早
春
の
頃こ

ろ

、葉
が
ま
だ
開ひ

ら

く
前

に
、枝
先
に
紅こ

う

紫し

色し
ょ
く

の
径け

い

４
㌢
ほ

ど
の
漏ろ

う

斗と

状じ
ょ
うの
５
弁べ

ん

化か

を
２
〜
３

個
咲
か
せ
ま
す
。標ひ

ょ
う

高こ
う

の
高
い
奥お

く

山や
ま

の
岩が

ん

角か
く

地ち

で
、こ
の
花
に
出で

会あ

う

と
山
に
も
陽よ

う

春し
ゅ
んの
到と

う

来ら
い

を
知
ら
さ

れ
ま
す
。花
の
あ
と
、秋
に
は
茶ち

ゃ

色い
ろ

に
熟じ

ゅ
く

す
蒴さ

く

果か（
数
個
の
サ
ヤ
を
寄よ

せ
合
わ
せ
た
裂れ

っ

開か
い

す
る
果か

実じ
つ

）は

ボ
ー
リ
ン
グ
の
ピ
ン
の
形
を
し
た

卵ら
ん

状じ
ょ
う

円え
ん

柱ち
ゅ
う

形け
い

で
す
。

　和
名
の
由ゆ

来ら
い

は
四し

国こ
く

土と

佐さ（
高

知
県
）で
初し

ょ

見け
ん

さ
れ
、３
個
の
葉
を

つ
け
る
の
で
土ト

佐サ

のノ

三ミ
ツ

葉バ

躑ツ
ツ

躅ジ

の

名
が
あ
り
ま
す
。竹
田
で
は
祖
母

山
系
の
岩
場
の
割わ

れ
目
な
ど
で
観か

ん

察さ
つ

さ
れ
ま
す
。花
期
は
３
月
か
ら
４

月
で
す
。

第217回 （408）郷土の植物

トサノミツバツツジ
（ツツジ科）
阿孫　久見

吉野　彩花 ちゃん
25日  正剛 （竹田・下平田）

よし の　　 あや  か

すくすく1歳
令和５年５月に１歳の誕生日を迎える
お子さんの写真を募集します！
問総合政策課　☎63-4801

誕生日、親（地域・自治会）
令和４年４月生まれ

誕生おめでとう２月生まれ（親・自治会）

広報たけたは、見やすく読みまちがえにくいユニバーサルデザインフォントを採用しています。

竹田市歴史文化館
ワークショップ

　紙粘土を使ってポップコーンのひつじ
をつくります。参加してみませんか。
■■日５月６日㈯　午後１時～ 
■■場 竹田市歴史文化館市民ギャラリー
■■対 小学校４年生以上
■■定 先着10人　■■料 無料　
■■問 竹田市歴史文化館  ☎63-2200

  3日　加藤　ゆき香 ちゃん

13日　黒阪　渓 くん

か とう か

くろさか けい

ともおか は　る

くらはし み の り

（康弘・山手）

14日　友岡　春瑠 くん

28日　倉橋　美乃莉 ちゃん（幸司・峰越）

（真太郎・阿蔵）

（旅人・屏風ヶ渕）

九州電力送配電から感電事故防止
のお願い

　鯉のぼりの季節になりました。感電事故
防止のため、電線付近での鯉のぼりの掲揚
や魚釣りは絶対に行わないようお願いしま
す。なお、万一鯉のぼり等が電線にかかった
場合は、自分で取ろうとせずご連絡いただ
きますようお願いします。
■■問 九州電力送配電株式会社三重配電事業所
　 ☎0800-777-9430
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